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2議会だより
日野町議会

2024.11.15

今号は日野町少年少女カルチャー教室をピックアップ。
前号に引き続き、議員が取材やインタビューにお伺いし、みなさんから
教室の魅力や楽しかったことなどをお聞きしました。

次
ペ
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ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
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と
結
果
／
委
員
会
か
ら
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報
告

みらいのアーティスト
EXPRESSIVE POWER

CREATIV
E

各教室の
みなさんから

　手芸教室に入って、自
分自身で手芸が出来るよ
うになった事が良かった。
作っているものが出来あ
がった時は楽しいです。

手芸教室

４年生のみなさん

　この教室に入って字がき
れいになった。今までえん
ぴつの持ち方がおかしかっ
たけど、くせがなおった。
字がすらすらと書けるよう
になってうれしいです。

かきかた教室

２年生
田

た

中
な か

 菜
な

乃
の

葉
は

さん

　みんなとダンスの振付
がそろうときが楽しいで
す。この教室に入って他
の学校の人たちと友達に
なれました。大きく踊れ
るようがんばります。今
は日野町文化祭にむけて
練習しています。

ダンス教室

４年生から
６年生のみなさん　ダンスを踊ることが好きでカッコいいから始めま

した。いろいろな振りが覚えられて楽しい。また、
人と協力することができるようになった。今はとっ
ても楽しく、HIP HOPをずーっと続けていきたい。

HIP HOP DANCE教室（左から）

６年生　橋
は し

元
も と

 愛
あ い

空
ら

さん

６年生　中
な か

井
い

 柚
ゆ ず

稀
き

さん

　覚えることが多く難しいですが、今
では家でお抹茶をたてることもできま
すし、何より自分で決めて行動できる
ようになりました。

茶
ちゃ

道
どう

教室（左から）

６年生　池
い け

永
な が

 笑
に

虹
こ

さん

６年生　向
むこう

村
む ら

 紗
さ

奈
な

さん

　色々な花の種類について知ることが出
来ましたし、家でも花を生けることがあり
家の雰囲気が明るくなりました。

いけばな教室（左から）

６年生　前
ま え

田
だ

 かんなさん　
６年生　向

むこう

村
む ら

 紗
さ

奈
な

さん　
６年生　坂

さ か

口
ぐ ち

 景
け い

音
と

さん

　ぼくが、ヒストリアに入ってよかったと
思うことは、知らなったことを知れること
です。行ったことがある場所でも新しく知
ることがあります。また、ボードゲームや
何かをつくることがあるので楽しいです。

ひのヒストリア教室

６年生　野
の

矢
や

 桜
さ く

良
ら

さん

　フラダンス教室に入って良かったこ
とは、自分の好きな曲が見つかった時
や難しい振付ができた時にうれしい気
持ちと達成感があることです。

フラダンス教室（左から）

６年生　林
はやし

 由
ゆ

依
い

さん

５年生　竹
た け

村
む ら

 奈
な

々
な

さん

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数のみ「議長採決」として表明します。

第５回臨時会（７月16日）
●全員賛成とした案件

●賛否が分かれた案件

　物価高騰対応重点支援事業（調整給付）において、定額減税の恩恵を十分に受けられない納税義務者に対し、その差額
を調整給付として支給。令和６年度住民税額の決定に基づく所要見込額の再算定に伴い、予算額に不足が生じることから、
必要となる経費を増額補正するもの。
【反対討論】５月の臨時会に提案された物価高騰対応重点支援事業（調整給付）を含む補正予算は場あたり的なものであり、
評価できるものではないと反対をした。今回も５月補正との関連があること、また自治体職員や企業に膨大な負担が発生
するという問題がさらに明らかになったため反対する。
【賛成討論】職員の負担はたしかにあるが、今回の補正予算は物価高騰という課題に応えようとするものであり、今困っ
ている人に一日でも早く手をさしのべることが議員の本分であるため賛成する。

番号 議 員 提 出議案
議第49号 予算特別委員会の委員の定数の変更について
議第50号 議会改革特別委員会の委員の定数の変更について
議第51号 空家対策特別委員会の委員の定数の変更について
選第２号 常任委員の補欠選任について
選第３号 予算特別委員会の委員の追加選任について
選第４号 議会改革特別委員会の委員の追加選任について
選第５号 空家対策特別委員会の委員の追加選任について
選第６号 滋賀県後期高齢者医療広域連合議会の議員の選挙について

番号 町 長 提 出 議 案 結　果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第48号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

少年少女カルチャー教室

  みらいのアーティスト
ピックアップ！

各教室のお問い合わせは 【日野町文化協会】まで

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

3 2議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2024.11.15 2024.11.15
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なれました。大きく踊れ
るようがんばります。今
は日野町文化祭にむけて
練習しています。

ダンス教室
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６年生のみなさん　ダンスを踊ることが好きでカッコいいから始めま

した。いろいろな振りが覚えられて楽しい。また、
人と協力することができるようになった。今はとっ
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　ぼくが、ヒストリアに入ってよかったと
思うことは、知らなったことを知れること
です。行ったことがある場所でも新しく知
ることがあります。また、ボードゲームや
何かをつくることがあるので楽しいです。

ひのヒストリア教室
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の
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　フラダンス教室に入って良かったこ
とは、自分の好きな曲が見つかった時
や難しい振付ができた時にうれしい気
持ちと達成感があることです。
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＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数のみ「議長採決」として表明します。

第５回臨時会（７月16日）
●全員賛成とした案件

●賛否が分かれた案件

　物価高騰対応重点支援事業（調整給付）において、定額減税の恩恵を十分に受けられない納税義務者に対し、その差額
を調整給付として支給。令和６年度住民税額の決定に基づく所要見込額の再算定に伴い、予算額に不足が生じることから、
必要となる経費を増額補正するもの。
【反対討論】５月の臨時会に提案された物価高騰対応重点支援事業（調整給付）を含む補正予算は場あたり的なものであり、
評価できるものではないと反対をした。今回も５月補正との関連があること、また自治体職員や企業に膨大な負担が発生
するという問題がさらに明らかになったため反対する。
【賛成討論】職員の負担はたしかにあるが、今回の補正予算は物価高騰という課題に応えようとするものであり、今困っ
ている人に一日でも早く手をさしのべることが議員の本分であるため賛成する。

番号 議 員 提 出 議 案
議第49号 予算特別委員会の委員の定数の変更について
議第50号 議会改革特別委員会の委員の定数の変更について
議第51号 空家対策特別委員会の委員の定数の変更について
選第２号 常任委員の補欠選任について
選第３号 予算特別委員会の委員の追加選任について
選第４号 議会改革特別委員会の委員の追加選任について
選第５号 空家対策特別委員会の委員の追加選任について
選第６号 滋賀県後期高齢者医療広域連合議会の議員の選挙について

番号 町長提出議案 結　果 錦
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口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
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橋
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藤
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西
西
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杉
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議第48号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

少年少女カルチャー教室

  みらいのアーティスト
ピックアップ！

各教室のお問い合わせは 【日野町文化協会】まで

提出された議案と結果 〇賛成　×反対
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提出された議案と結果 〇賛成　×反対予算特別委員会

付託議案
●議第59号　令和６年度日野町一般会計補正予算（第５号）

　今回の補正予算では、物価高騰対策および国民スポーツ大会の開催に向けた運営経費、ならびに各
地区の行政懇談会等における住民要望の高い道路の維持補修の経費など、必要性の高い事業に対して予
算措置が講じられました。今回提案された補正の主なものは下記表のとおりです。

　《補正の主なもの》

事業名 経費の内容 補正予算額
道路維持補修事業 行政懇談会等における要望事項である道路維持補修経費 3,450万円
交通安全施設対策事業 交通安全確保に必要な区画線、カーブミラー等の設置 960万円

鉄道対策事業 日野駅前の混雑緩和等、駅利用者の利便性向上のため、駅隣接
土地の取得・整備に要する経費 1,240万円

質疑・討論・採決
　当初予算に計上されていた必佐小学校の耐力度調査にかかる経費の減額補正はなぜ行うのかという
質問のほか、大谷公園プール跡地の整備と国スポでの利用の仕方について、また、国スポでメインとな
る軟式野球に使用する野球場の整備状況について、その後改善はすべて完了しているのか、といった質
問が出され、各々担当課より答弁がなされました。
　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

総務常任委員会
付託議案

●議第57号　日野町税条例の一部を改正する条例の制定について
　公益信託制度の見直しに伴い、所得税の寄付金税額控除の対象を公益信託の信託事務に関連する寄
付金に改めるため、所得税法が改正され、これに伴い引用条文の整理を行うもの。

質疑・討論・採決
反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町のスポーツ振興について改善状況を確認
　大谷公園、大谷体育館の施設整備や運営状況、管理面などについて確認を行いました。

国スポ・障スポ開催の課題に対する改善状況を確認
　大谷公園野球場の施設整備の状況、国スポ・リハーサル大会の準備、軟式野球を盛り上げる工夫、
スポーツふれあいエリアでの催し物など確認を行いました。

デジタル田園都市国家構想交付金事業で500万円以上の案件の進捗状況を確認
　「わたむき自動車プロジェクト」地域公共交通の再編検討、「チョイソコひの」の実証実験運行や古
地図の電子化の実施状況を確認しました。

住民要望の高い道路の維持補修等に予算を計上

町のスポーツ振興と国スポ開催の課題に対する改善状況を確認

●閉会中の継続審査となった案件　付託先：決算特別委員会
番号 町 長 提 出 議 案

議第62号 令和５年度日野町一般会計歳入歳出決算について
決算特別委員会
▽委員長…山本秀喜
▽副委員長…柚木記久雄
▽開催日…�10月25日、29日、　　

30日

議第63号 令和５年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
議第64号 令和５年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算について
議第65号 令和５年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
議第66号 令和５年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算について
議第67号 令和５年度日野町水道事業会計決算について
議第68号 令和５年度日野町下水道事業会計利益の処分および決算について

第６回定例会（９月２日～27日）
●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第52号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第53号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第54号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第55号 日野町教育委員会委員の任命について ー
議第56号 日野町空家等の適切な管理に関する条例の制定について 産建
議第57号 日野町税条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第59号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第５号） 予算
議第60号 令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第61号 令和６年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 厚生

議案審査を付託された委員会
【予算】予算特別委員会	 【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会	 【厚生】厚生常任委員会

番号 議 員 提 出 議 案
議第69号 決算特別委員会の設置について
選第７号 決算特別委員会の委員の選任について

番号 町長提出議案 付託先 結　果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第58号 日野町国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

●賛否が分かれた案件

　令和５年６月に公布された行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マイナンバー
法）等の一部を改正する法律により、令和６年12月２日から被保険者証の新規発行が廃止され、個人番号カードと健康
保険証の一体化を基本とする仕組みに移行することに伴う日野町国民健康保険条例の一部を改正するもの。

【反対討論】12月２日以降は従来の健康保険証は新たに発行しないとのことだが、保険税の徴収を続けるのであれば、
保険証を交付することは当然である。マイナンバーカードおよびマイナ保険証の取得は任意のものである。しかし、資
格確認書を発行するには基本的には申請が必要となるため、現行健康保険証の廃止はマイナ保険証への実質的な強制に
つながるのではないか。実質的にマイナ保険証の強制につながることを前提とした条例改正には反対する。

【賛成討論】この条例改正は、国のマイナンバー法等の一部改正によるものであり、改正内容もマイナンバーカードや
マイナ保険証の取得を強制するようなものではない。今後、マイナ保険証の交付にあたっては、正しい理解を得られる
ように、さらなる情報発信や丁寧な説明が必要だと考えるが、今回の条例の一部改正は必要なものである。

付託議案
●議第46号 日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
　（処分するため役場に持ち込んだ際の指定取引所までの運搬手数料を規定するもの）
※最寄りの指定取引所は多賀町の高島運輸(株)彦根営業所　※リサイクル料金は別途必要

質疑内容
Q．今までは有機ELテレビをどう扱っていた？
A．家電リサイクル法に基づく規定がなく一般廃棄物（粗大ごみ）として処分されていた
Q．個人が運搬手数料を払わず処分場へ持ち込んでもよいのか？
A．持ち込みは可能で、運搬手数料はかからない
Q．リサイクル料金はいつ支払うのか？
A．�以前購入されたものにリサイクル料は含まれていないので、
　�郵便局で品目に応じたリサイクル券を購入する必要がある

付託議案の採決
付託議案は反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数のみ「議長採決」として表明します。

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2024.11.15 2024.11.15



次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

5 議会だより
日野町議会

2024.11.15

次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

提出された議案と結果 〇賛成　×反対予算特別委員会

付託議案
●議第59号　令和６年度日野町一般会計補正予算（第５号）

　今回の補正予算では、物価高騰対策および国民スポーツ大会の開催に向けた運営経費、ならびに各
地区の行政懇談会等における住民要望の高い道路の維持補修の経費など、必要性の高い事業に対して予
算措置が講じられました。今回提案された補正の主なものは下記表のとおりです。

　《補正の主なもの》

事業名 経費の内容 補正予算額
道路維持補修事業 行政懇談会等における要望事項である道路維持補修経費 3,450万円
交通安全施設対策事業 交通安全確保に必要な区画線、カーブミラー等の設置 960万円

鉄道対策事業 日野駅前の混雑緩和等、駅利用者の利便性向上のため、駅隣接
土地の取得・整備に要する経費 1,240万円

質疑・討論・採決
　当初予算に計上されていた必佐小学校の耐力度調査にかかる経費の減額補正はなぜ行うのかという
質問のほか、大谷公園プール跡地の整備と国スポでの利用の仕方について、また、国スポでメインとな
る軟式野球に使用する野球場の整備状況について、その後改善はすべて完了しているのか、といった質
問が出され、各々担当課より答弁がなされました。
　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

総務常任委員会
付託議案

●議第57号　日野町税条例の一部を改正する条例の制定について
　公益信託制度の見直しに伴い、所得税の寄付金税額控除の対象を公益信託の信託事務に関連する寄
付金に改めるため、所得税法が改正され、これに伴い引用条文の整理を行うもの。

質疑・討論・採決
反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町のスポーツ振興について改善状況を確認
　大谷公園、大谷体育館の施設整備や運営状況、管理面などについて確認を行いました。

国スポ・障スポ開催の課題に対する改善状況を確認
　大谷公園野球場の施設整備の状況、国スポ・リハーサル大会の準備、軟式野球を盛り上げる工夫、
スポーツふれあいエリアでの催し物など確認を行いました。

デジタル田園都市国家構想交付金事業で500万円以上の案件の進捗状況を確認
　「わたむき自動車プロジェクト」地域公共交通の再編検討、「チョイソコひの」の実証実験運行や古
地図の電子化の実施状況を確認しました。

住民要望の高い道路の維持補修等に予算を計上

町のスポーツ振興と国スポ開催の課題に対する改善状況を確認

●閉会中の継続審査となった案件　付託先：決算特別委員会
番号 町長提出議案

議第62号 令和５年度日野町一般会計歳入歳出決算について
決算特別委員会
▽委員長…山本秀喜
▽副委員長…柚木記久雄
▽開催日…�10月25日、29日、　　

30日

議第63号 令和５年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
議第64号 令和５年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算について
議第65号 令和５年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
議第66号 令和５年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算について
議第67号 令和５年度日野町水道事業会計決算について
議第68号 令和５年度日野町下水道事業会計利益の処分および決算について

第６回定例会（９月２日～27日）
●全員賛成とした案件

番号 町長提出議案 付託先
議第52号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第53号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第54号 人権擁護委員の候補者の推薦について ー
議第55号 日野町教育委員会委員の任命について ー
議第56号 日野町空家等の適切な管理に関する条例の制定について 産建
議第57号 日野町税条例の一部を改正する条例の制定について 総務
議第59号 令和６年度日野町一般会計補正予算（第５号） 予算
議第60号 令和６年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 厚生
議第61号 令和６年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 厚生

議案審査を付託された委員会
【予算】予算特別委員会	 【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会	 【厚生】厚生常任委員会

番号 議員提出議案
議第69号 決算特別委員会の設置について
選第７号 決算特別委員会の委員の選任について

番号 町長提出議案 付託先 結　果 錦
戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第58号 日野町国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

●賛否が分かれた案件

　令和５年６月に公布された行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（マイナンバー
法）等の一部を改正する法律により、令和６年12月２日から被保険者証の新規発行が廃止され、個人番号カードと健康
保険証の一体化を基本とする仕組みに移行することに伴う日野町国民健康保険条例の一部を改正するもの。

【反対討論】12月２日以降は従来の健康保険証は新たに発行しないとのことだが、保険税の徴収を続けるのであれば、
保険証を交付することは当然である。マイナンバーカードおよびマイナ保険証の取得は任意のものである。しかし、資
格確認書を発行するには基本的には申請が必要となるため、現行健康保険証の廃止はマイナ保険証への実質的な強制に
つながるのではないか。実質的にマイナ保険証の強制につながることを前提とした条例改正には反対する。

【賛成討論】この条例改正は、国のマイナンバー法等の一部改正によるものであり、改正内容もマイナンバーカードや
マイナ保険証の取得を強制するようなものではない。今後、マイナ保険証の交付にあたっては、正しい理解を得られる
ように、さらなる情報発信や丁寧な説明が必要だと考えるが、今回の条例の一部改正は必要なものである。

付託議案
●議第46号 日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
　（処分するため役場に持ち込んだ際の指定取引所までの運搬手数料を規定するもの）
※最寄りの指定取引所は多賀町の高島運輸(株)彦根営業所　※リサイクル料金は別途必要

質疑内容
Q．今までは有機ELテレビをどう扱っていた？
A．家電リサイクル法に基づく規定がなく一般廃棄物（粗大ごみ）として処分されていた
Q．個人が運搬手数料を払わず処分場へ持ち込んでもよいのか？
A．持ち込みは可能で、運搬手数料はかからない
Q．リサイクル料金はいつ支払うのか？
A．�以前購入されたものにリサイクル料は含まれていないので、
　�郵便局で品目に応じたリサイクル券を購入する必要がある

付託議案の採決
付託議案は反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数のみ「議長採決」として表明します。
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議会改革特別委員会
～調査研究実践改善「前進する議会」～

＜議会内PT（プロジェクトチーム）の進捗報告＞
閉会中も調査研究を継続しています

ICTチーム（後藤、中西、柚木）
目的：デジタル活用により議会力向上と効率化を図る
タブレット導入を決定！
　➡�今後は活用の研修をおこなう。

通年議会チーム（山本、加 、髙橋、谷口）
目的：緊急時でも迅速に対応できる議会の体制を整備する
議員アンケートの実施�➡�PTでまとめる。

待遇改善チーム（川東、西澤、松田、福永）
目的：議員活動と暮らしを両立できる待遇を目指す
全国町村議会議長会から全国町村会への要請活動の情報を共有
　➡全国の市議会議員における首長と議員報酬比および
　　町村議会議員の活動内容を踏まえた原価方式の検討。

広報広聴チーム（野矢、福永、谷口、錦戸）
目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする
・議会PR展は役場4階議会フロアに展示中。
・一般質問動画の再生速度について早送りなどが可能になるよう調整、YouTube化を検討。

産業建設常任委員会
付託議案
●議第56号　日野町空家等の適切な管理に関する条例の制定について
　空家等対策の推進に関する特別措置法に定めるもののほか、空家等の適切な管理に関して必要な管
理を定めるもの。

質疑・討論・採決
　｢緊急措置を講じたときは･･･費用を徴収することができる｣ について質問があり、実際にはかなり難し
いと回答がありました。また、単身で相続人もない方が亡くなられた場合は、町で調査などするが、全く
いなくてもすぐに国に帰属するわけではないと答弁がありました。
　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の特産品について　～その歴史、特色、現状と将来展望など～
提出された資料　近江日野おみやげカタログ／日野町の特産品（農畜産物等）について
　日野菜、近江牛、地酒、北山茶、でっち羊羹などの特産品の現状と将来展望について、担当課と意見
交換を行いました。
　委員からは、生産者は個人であっても「公」の力をどのように入れていくかが大事である。特産品に
は歴史やいわれがあり、途絶えることのないよう行政としても支援していくべき、との意見が出ました。

空家等の適切な管理に関する条例が成立

厚生常任委員会

付託議案
●議第58号　日野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　いわゆるマイナンバー法の改正により令和６年12月２日から現行の被保険者証の新規発行がされなくなる
ことに伴い、国民健康保険法も文言整理のため改正され、日野町も合わせて条例を改正しようとするもの。
　※マイナンバーカードを健康保険証として利用しない場合は、資格確認書が発行され従来通りの対応となる（期限未定の経過措置）

質疑・討論・採決
反対討論：�マイナンバーカードの作成は任意であり、強制ではない。マイナンバーカードを持つことを前提

とした改正には反対である。

賛成討論：�今回の条例改正は国の法律改正に合わせたものであるので賛成である。マイナ保険証への移行は
任意なので個人の判断ではあるが、町行政には広く丁寧な説明を望む。

議第58号　�賛成多数で可決すべきものと決しました。
議第60号　議第61号　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
滋賀県の医療構想と日野町の医療機関の現状について

保険証新規発行廃止に伴う条例改正案

空家対策特別委員会

報　告
「日野町空家等の適切な管理に関する条例」について建設計画課からの説明を受ける

調査・研究
空家の現状と国の補助制度、県、近隣自治体の取り組み事例
1.講演「滋賀県の空き家対策について」滋賀県土木交通部�住宅課�企画係長　田内�徹�氏
2.質疑・応答

　空き家で困らないために・・・
　空き家は、放置すると劣化し、資産価値も下がります。近隣
にも迷惑をかけ、税金も上がります。対応が遅れると、さらに
問題が悪化します。困らないためには、すぐに対応すること。
▪いずれ空き家を持つなら、備えを。
▪使う予定がある空き家は、管理を。
▪使う予定のない空き家は、処分を。
（滋賀県　空き家ガイドブックより）
※委員会閉会後、NPO法人日野まちつなぐ研究所の川村のり子事務局長も交え、空
家利活用に関する官民連携についての意見交換会を開催しました

空家対策に関する県や近隣自治体の補助制度等の取組みを知る

　空き家で困らな
いための知識や方
法を紹介した滋賀
県発行のガイド
ブック。
詳しくは日野町建
設計画課にお問い
合わせください。

主な仕様
　・iPad10.9インチ
　・キーボード付きカバー
　・SideBooks
　　（文書共有システム）
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タブレット導入を決定！
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目的：住民の意見を収集し政策へ反映しやすくする
・議会PR展は役場4階議会フロアに展示中。
・一般質問動画の再生速度について早送りなどが可能になるよう調整、YouTube化を検討。
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　空家等対策の推進に関する特別措置法に定めるもののほか、空家等の適切な管理に関して必要な管
理を定めるもの。

質疑・討論・採決
　｢緊急措置を講じたときは･･･費用を徴収することができる｣ について質問があり、実際にはかなり難し
いと回答がありました。また、単身で相続人もない方が亡くなられた場合は、町で調査などするが、全く
いなくてもすぐに国に帰属するわけではないと答弁がありました。
　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
日野町の特産品について　～その歴史、特色、現状と将来展望など～
提出された資料　近江日野おみやげカタログ／日野町の特産品（農畜産物等）について
　日野菜、近江牛、地酒、北山茶、でっち羊羹などの特産品の現状と将来展望について、担当課と意見
交換を行いました。
　委員からは、生産者は個人であっても「公」の力をどのように入れていくかが大事である。特産品に
は歴史やいわれがあり、途絶えることのないよう行政としても支援していくべき、との意見が出ました。

空家等の適切な管理に関する条例が成立

厚生常任委員会

付託議案
●議第58号　日野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　いわゆるマイナンバー法の改正により令和６年12月２日から現行の被保険者証の新規発行がされなくなる
ことに伴い、国民健康保険法も文言整理のため改正され、日野町も合わせて条例を改正しようとするもの。
　※マイナンバーカードを健康保険証として利用しない場合は、資格確認書が発行され従来通りの対応となる（期限未定の経過措置）

質疑・討論・採決
反対討論：�マイナンバーカードの作成は任意であり、強制ではない。マイナンバーカードを持つことを前提

とした改正には反対である。

賛成討論：�今回の条例改正は国の法律改正に合わせたものであるので賛成である。マイナ保険証への移行は
任意なので個人の判断ではあるが、町行政には広く丁寧な説明を望む。

議第58号　�賛成多数で可決すべきものと決しました。
議第60号　議第61号　反対討論なく採決を行い、全委員賛成で可決すべきものと決しました。

調査・研究
滋賀県の医療構想と日野町の医療機関の現状について

保険証新規発行廃止に伴う条例改正案

空家対策特別委員会

報　告
「日野町空家等の適切な管理に関する条例」について建設計画課からの説明を受ける

調査・研究
空家の現状と国の補助制度、県、近隣自治体の取り組み事例
1.講演「滋賀県の空き家対策について」滋賀県土木交通部�住宅課�企画係長　田内�徹�氏
2.質疑・応答

　空き家で困らないために・・・
　空き家は、放置すると劣化し、資産価値も下がります。近隣
にも迷惑をかけ、税金も上がります。対応が遅れると、さらに
問題が悪化します。困らないためには、すぐに対応すること。
▪いずれ空き家を持つなら、備えを。
▪使う予定がある空き家は、管理を。
▪使う予定のない空き家は、処分を。
（滋賀県　空き家ガイドブックより）
※委員会閉会後、NPO法人日野まちつなぐ研究所の川村のり子事務局長も交え、空
家利活用に関する官民連携についての意見交換会を開催しました

空家対策に関する県や近隣自治体の補助制度等の取組みを知る

　空き家で困らな
いための知識や方
法を紹介した滋賀
県発行のガイド
ブック。
詳しくは日野町建
設計画課にお問い
合わせください。

主な仕様
　・iPad10.9インチ
　・キーボード付きカバー
　・SideBooks
　　（文書共有システム）
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一 質般 問

令和令和６６年年９９月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ
1 野

の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 地域の支援機関として公民館のリソース確保は？

2	 地域のあり方検討に、モデル地区を選定しては？ P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 少子化対策・子育て支援について

2	 自治会の活性化について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 食料の確保と農地の保全 P.21

4 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 区長の仕事をもっと簡素化できないか

2	 少子化対策に有効な施策の模索を P.11

5 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 幼稚園・保育園の安全対策について

2	 ひの若者会議（仮）の今後の展望について P.12

6 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 青年・若者の生き方と地域活動を通じたひとづくり

2	 「人とまちを結ぶ」日野駅と商いのこれから P.13

7 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 堀江町政のまちづくり・・・若い世代に向けた宅地開発は？
2	 日野町の環境施策「生ゴミ堆肥化事業」について
3	 「誰もが安心・元気で長寿」の町に向けて
4	 「水田活用の直接支払交付金」５年に１度の水張りルールについて

P.14

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 小規模保育所の必要性について

2	 国民健康保険税の引下げについて P.15

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 その日が来たとき　避難所やボランティアセンターは

2	 今後の消防団加入者のために P.16

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 「マイナンバーカード」「マイナ保険証」について

2	 認知症の人に寄り添った社会の構築について P.17

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 「質・量ともに子育てしやすい町」など町長２期目の公約について伺う
2	 	バス路線化断念後の通勤対策は進んでいるか
　　わたむき自動車プロジェクトについて（その８）
3	 人事院勧告の完全実施について

P.18

12 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 ６月から「働き方改革」は進んでいるのか

2	 公民館が今よりももっと身近な存在になるように出来る事はないか
3	 保育士の職場環境の改善は検討されているのか

P.19

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 移住定住施策を含め空家施策を横断的に扱う部署の設立を

2	 文化財の保存活用に広く利用できる基金の創設を
3	 マイナンバーカードに町独自の機能付加で、利活用促進を

P.20

　
教
育
の
総
合
計
画

と
も
い
う
べ
き
教
育

振
興
基
本
計
画（
第
４
期
）で

は
社
会
教
育
の
重
要
性
が
明

文
化
さ
れ
、施
策
に
反
映
さ

せ
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
教
育
士
に
期
待
さ
れ

る
も
の
は
何
か
？
ま
た
、活

躍
の
場
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
各
種
団
体

に
、社
会
教
育
士
が
関
わ
る

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
？

も
し
く
は
、公
民
館
が
そ
の

役
割
を
担
え
て
い
る
の
か
？

　
公
民
館
が
学
び
の
中
間
支

援
を
担
う
と
す
れ
ば
、リ
ソ

ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

集
落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
、

機
能
強
化
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
？

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
支
え

る
た
め
に
、住
民
の
社
会
教

育
を
通
じ
た
学
び
が
重
要
で

あ
る
。社
会
教
育
士
に
は
地

域
の
学
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
を
期
待
す
る
。

当
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
は
公
民
館
が

社
会
教
育
視
点
を
持
ち
関
わ

っ
て
い
る
。そ
の
他
の
団
体

も
公
民
館
が
社
会
教
育
の
役

割
を
担
い
関
わ
っ
て
い
る
。

　
公
民
館
を
核
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
同
感
で
あ
る
。

リ
ソ
ー
ス
の
確
保
と
し
て
集

落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
選
択
肢
の
１
つ
と
し

て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
堀
江
町
長
２
期
目

の
取
り
組
み
と
し
て

「
自
治
会
運
営
の
事
例
を
共

有
し
、今
後
の
地
域
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。活
性
化
に

取
組
む
自
治
会
へ
の
支
援
を

お
こ
な
う
。」と
明
言
さ
れ
て

い
る
。事
実
、日
野
町
の
各
地

で
、暮
ら
し
の
多
様
化
や
人

口
減
少
に
伴
っ
た
、担
い
手

不
足
と
維
持
困
難
な
問
題
が

多
く
あ
る
。し
か
し
、今
ま
で

行
政
は
、地
域
の
自
治
の
あ

り
方
に
積
極
的
に
関
与
す
る

こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
困
難
を
承
知
で

「
地
域
の
あ
り
方
検
討
」を
重

点
取
組
に
挙
げ
た
理
由
は
何

な
の
か
？
具
体
的
に
は
何
を

す
る
の
か
？

　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
、と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。モ
デ
ル
地
区
を
選
定
す

る
な
ど
し
て
、具
体
的
な
検

討
を
は
じ
め
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
を
お

持
ち
で
、成
り
行
き
任
せ
で

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。自

治
会
運
営
の
困
難
さ
を
町
も

共
に
考
え
る
と
き
に
き
て
い

る
。大
事
な
こ
と
を
突
然
や

め
て
し
ま
う
前
に
な
ん
と
か

し
た
い
。具
体
的
な
政
策
は

次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

①
講
演
会
開
催
、自
治
会
相

互
の
情
報
共
有
、話
し
合
え

る
機
会
づ
く
り

②「
役
」の
整
理
に
よ
り
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
る

③
活
動
内
容
の
見

直
し
を
実
施
す
る

際
の（
金
銭
的
や

集
落
支
援
員
な
ど

の
人
的
な
）補
助

制
度
の
検
討

④
困
り
ご
と
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

配
置
を
研
究

　
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
自
治

会
活
動
の
後
押
し
を
し
て
い

き
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、地
元
の
方
だ
け
で
な
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
で
き
る

存
在
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。ま
た
、多
く
の
自
治
会
を

同
時
に
進
め
る
の
は
難
し
い
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
地
域
か
ら
成
果
を
出
す
方

が
良
い
と
検
討
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
区
や
手
上
げ
方
式

で
取
り
組
み
、自
治
会
を
選

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

▲集落支援員とは
集落の維持・活性化のため
①集落の巡回・状況把握
②住民同士の話し合いの促進
③地域組織や活動のサポート
を行う専門職のことです
※画像は総務省HPより

▶︎
地
域
組
織
す
べ
て
の
役
や
行
事
の
棚
卸

　し
を
し
よ
う
！

地域の支援機関として公民館のリソース確保は？
集落支援員を選択肢の1つとして検討している

モ
デ
ル
地
区
や
手
上
げ
方
式
で
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

地
域
の
あ
り
方
検
討
に
、モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
て
は
？

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序
町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ
1 野

の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき 1	 地域の支援機関として公民館のリソース確保は？

2	 地域のあり方検討に、モデル地区を選定しては？ P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お 1	 少子化対策・子育て支援について

2	 自治会の活性化について P.10

3 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 食料の確保と農地の保全 P.21

4 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 区長の仕事をもっと簡素化できないか

2	 少子化対策に有効な施策の模索を P.11

5 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 幼稚園・保育園の安全対策について

2	 ひの若者会議（仮）の今後の展望について P.12

6 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 青年・若者の生き方と地域活動を通じたひとづくり

2	 「人とまちを結ぶ」日野駅と商いのこれから P.13

7 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

1	 堀江町政のまちづくり・・・若い世代に向けた宅地開発は？
2	 日野町の環境施策「生ゴミ堆肥化事業」について
3	 「誰もが安心・元気で長寿」の町に向けて
4	 「水田活用の直接支払交付金」５年に１度の水張りルールについて

P.14

8 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 小規模保育所の必要性について

2	 国民健康保険税の引下げについて P.15

9 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お 1	 その日が来たとき　避難所やボランティアセンターは

2	 今後の消防団加入者のために P.16

10 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 「マイナンバーカード」「マイナ保険証」について

2	 認知症の人に寄り添った社会の構築について P.17

11 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき

1	 「質・量ともに子育てしやすい町」など町長２期目の公約について伺う
2	 	バス路線化断念後の通勤対策は進んでいるか
　　わたむき自動車プロジェクトについて（その８）
3	 人事院勧告の完全実施について

P.18

12 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や 1	 ６月から「働き方改革」は進んでいるのか

2	 公民館が今よりももっと身近な存在になるように出来る事はないか
3	 保育士の職場環境の改善は検討されているのか

P.19

13 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き 1	 移住定住施策を含め空家施策を横断的に扱う部署の設立を

2	 文化財の保存活用に広く利用できる基金の創設を
3	 マイナンバーカードに町独自の機能付加で、利活用促進を

P.20

　
教
育
の
総
合
計
画

と
も
い
う
べ
き
教
育

振
興
基
本
計
画（
第
４
期
）で

は
社
会
教
育
の
重
要
性
が
明

文
化
さ
れ
、施
策
に
反
映
さ

せ
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
教
育
士
に
期
待
さ
れ

る
も
の
は
何
か
？
ま
た
、活

躍
の
場
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
各
種
団
体

に
、社
会
教
育
士
が
関
わ
る

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
？

も
し
く
は
、公
民
館
が
そ
の

役
割
を
担
え
て
い
る
の
か
？

　
公
民
館
が
学
び
の
中
間
支

援
を
担
う
と
す
れ
ば
、リ
ソ

ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

集
落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
、

機
能
強
化
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
？

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
支
え

る
た
め
に
、住
民
の
社
会
教

育
を
通
じ
た
学
び
が
重
要
で

あ
る
。社
会
教
育
士
に
は
地

域
の
学
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
を
期
待
す
る
。

当
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
は
公
民
館
が

社
会
教
育
視
点
を
持
ち
関
わ

っ
て
い
る
。そ
の
他
の
団
体

も
公
民
館
が
社
会
教
育
の
役

割
を
担
い
関
わ
っ
て
い
る
。

　
公
民
館
を
核
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
同
感
で
あ
る
。

リ
ソ
ー
ス
の
確
保
と
し
て
集

落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
選
択
肢
の
１
つ
と
し

て
検
討
を
し
て
い
る
。

　
堀
江
町
長
２
期
目

の
取
り
組
み
と
し
て

「
自
治
会
運
営
の
事
例
を
共

有
し
、今
後
の
地
域
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
。活
性
化
に

取
組
む
自
治
会
へ
の
支
援
を

お
こ
な
う
。」と
明
言
さ
れ
て

い
る
。事
実
、日
野
町
の
各
地

で
、暮
ら
し
の
多
様
化
や
人

口
減
少
に
伴
っ
た
、担
い
手

不
足
と
維
持
困
難
な
問
題
が

多
く
あ
る
。し
か
し
、今
ま
で

行
政
は
、地
域
の
自
治
の
あ

り
方
に
積
極
的
に
関
与
す
る

こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
困
難
を
承
知
で

「
地
域
の
あ
り
方
検
討
」を
重

点
取
組
に
挙
げ
た
理
由
は
何

な
の
か
？
具
体
的
に
は
何
を

す
る
の
か
？

　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
、と

い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。モ
デ
ル
地
区
を
選
定
す

る
な
ど
し
て
、具
体
的
な
検

討
を
は
じ
め
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
を
お

持
ち
で
、成
り
行
き
任
せ
で

は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。自

治
会
運
営
の
困
難
さ
を
町
も

共
に
考
え
る
と
き
に
き
て
い

る
。大
事
な
こ
と
を
突
然
や

め
て
し
ま
う
前
に
な
ん
と
か

し
た
い
。具
体
的
な
政
策
は

次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

①
講
演
会
開
催
、自
治
会
相

互
の
情
報
共
有
、話
し
合
え

る
機
会
づ
く
り

②「
役
」の
整
理
に
よ
り
負
担

軽
減
に
つ
な
げ
る

③
活
動
内
容
の
見

直
し
を
実
施
す
る

際
の（
金
銭
的
や

集
落
支
援
員
な
ど

の
人
的
な
）補
助

制
度
の
検
討

④
困
り
ご
と
相
談

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

配
置
を
研
究

　
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
自
治

会
活
動
の
後
押
し
を
し
て
い

き
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、地
元
の
方
だ
け
で
な
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
で
き
る

存
在
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

る
。ま
た
、多
く
の
自
治
会
を

同
時
に
進
め
る
の
は
難
し
い
。

ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
地
域
か
ら
成
果
を
出
す
方

が
良
い
と
検
討
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
地
区
や
手
上
げ
方
式

で
取
り
組
み
、自
治
会
を
選

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

▲集落支援員とは
集落の維持・活性化のため
①集落の巡回・状況把握
②住民同士の話し合いの促進
③地域組織や活動のサポート
を行う専門職のことです
※画像は総務省HPより

▶︎
地
域
組
織
す
べ
て
の
役
や
行
事
の
棚
卸

　し
を
し
よ
う
！

地域の支援機関として公民館のリソース確保は？
集落支援員を選択肢の1つとして検討している

モ
デ
ル
地
区
や
手
上
げ
方
式
で
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

地
域
の
あ
り
方
検
討
に
、モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
て
は
？

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

こども園は3園に再編。新こども園は基本構想を策定後に
「子ども未来戦略会議」を立上げ。小規模保育所は鎌掛分園で

少子化対策・子育て支援について

　
二
期
目
の
町
長
公

約
と
し
て「
新
こ
ど

も
園
の
建
設
を
は
じ
め
、幼

児
教
育
・
保
育
体
制
の
整
備

を
行
う
」「
庁
内
に
子
ど
も
未

来
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

る
」と
し
て
い
ま
す
。

①「
日
野
町
幼
児
教
育
保
育

の
在
り
方
懇
話
会
の
提
言
」

が
こ
ど
も
園
２
園
に
対
し
て
、

町
は
３
園
と
し
て
い
ま
す
。

数
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。ま

た
、施
設
の
再
編
整
備
に
お

け
る「
地
域
分
け
」や
町
の
財

政
課
題
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

②「
日
野
町
認
定
こ
ど
も
園
整

備
基
本
構
想
委
託
業
務
」に
つ

い
て
、こ
ど
も
園
の
規
模
や
候

補
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
、発
注
さ
れ
た
の
か
。

③「
役
場
庁
舎
内
に
、こ
ど
も

未
来
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、

全
庁
あ
げ
た
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
策
に
取
り
組

む
」と
さ
れ
て
い
る「
新
た
な

取
り
組
み
」と
は
何
か
。

④
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
子

ど
も
を
保
育
す
る『
小
規
模

保
育
所
』に
つ
い
て
、保
育
士

不
足
の
状
況
の
中
、地
元
の

保
育
士
を
募
集
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
。ま
た
、地
元
鎌
掛
地

区
と
の
協
議
を
さ
れ
た
の
か
。

①
今
後
の
人
口
推
移

や
低
年
齢
児
等
の
希

望
者
の
増
加
、既
存
施
設
の
集

約
化
に
よ
る
財
政
課
題
を
含

め
た
３
園
に
す
る
。地
域
分
け

は
全
町
一
つ
と
す
る
。

②
新
こ
ど
も
園
の
規
模
や
整

備
用
地
の
検
討
な
ど
、具
体

的
な
協
議
は
こ
れ
か
ら
。

③
職
員
の
提
案
内
容
を「
短

期
的
」「
中
期
的
」「
長
期
的
」

に
仕
分
け
し
、来
年
度
当
初

予
算
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

④
一
般
社
団
法
人「
未
来
会
」

が
、あ
お
ぞ
ら
園
鎌
掛
分
園

で
開
所
に
向
け
て
準
備
中
。

保
育
士
募
集
は
、法
人
が
行

う
。地
元
鎌
掛
運
営
会
に
説

明
し
、良
い
印
象
を
得
て
い

る
。

　
各
自
治
会
で
は
、

人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
、若
者
の
転
出
な
ど
に

よ
り
、自
治
機
能
の
低
下
、草

刈
り
等
の
共
同
作
業
へ
の
支

障
や
伝
統
行
事
の
継
承
な
ど

に
加
え
、消
防
団
員
の
確
保
、

空
き
家
の
問
題
、役
員
の
な

り
手
不
足
等
、様
々
な
問
題

や
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
業
の
担
い
手
、獣
害

対
策
な
ど
課
題
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
長
公
約
の「
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
」を
町
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、各

地
区
、自
治
会
へ
の
話
し
合

い
を
一
日
も
早
く
始
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、町
長
公
約
と
し

て
言
葉
に
さ
れ
て
い
る
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
課
題
を
話
し
合
え
る
場
や

先
進
事
例
研
修
な
ど
の
機
会

を
増
や
す
取
り
組
み
と
は
？

②
役
場
や
地
域
が
お
願
い
す

る「
役
」の
整
理
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
は
？

③
改
革
を
進
め
る
自
治
会
に

は
、町
か
ら
人
的・物
的
支
援

を
行
う
こ
と
と
は
？

④
地
域
や
自
治
会
に
対
す
る

行
動
計
画
な
ど
具
体
的
な
取

組
方
針
に
つ
い
て
、現
状
で

の
思
い
や
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
協
力
要
請
な
ど
考
え
は
？

①
今
年
度
は
、講
演
会

を
開
催
す
る
。出
前
講

座
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

②
役
目
を
終
え
た
も
の
や

「
役
」の
目
的
を
維
持
し
な
が

ら
人
数
や
、選
出
方
法
を
関

係
課
で
整
理
す
る
。再
質
問

の「
基
準
は
何
か
」に
つ
い
て

は
、難
し
い
。

③
ま
ず
、各
自
治
会
の
現
状

把
握
を
行
い
活
動
内
容
の
見

直
し
を
さ
れ
る
自
治
会
に
補

助
制
度
を
検
討
す
る
。ア
ド

バ
イ
ザ
ー
的
な
人
材
配
置
は

研
究
す
る
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
活

動
等
を
尊
重
し
な
が
ら
、住

民
の
豊
か
な
生
活
の
下
、自

治
会
活
動
が
持
続
さ
れ
て
い

く
た
め
に
、住
民
の
機
運
を

高
め
な
が
ら
共
に
考
え
て
い

き
た
い
。

◇
質
問
を
終
え
て

　
町
長
公
約
の
二
つ
の
課

題
。子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、幼
保
の
再
編
整
備
を
町

民
に
い
つ
説
明
さ
れ
る
の

か
。「
こ
ど
も
未
来
戦
略
会

議
」が
、し
っ
か
り
役
割
を

果
た
し
、来
年
度
予
算
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の

か
。注
目
し
た
い
！

　
自
治
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、問
題
意
識
は
あ
っ

て
も
具
体
的
な
方
策
や
基

準
は
な
く「
言
葉
で
励
ま
し

て
も
ら
っ
て
い
る
」そ
ん
な

感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。ま

ず
は
、７
地
域
に
出
向
き
、

各
区
長
さ
ん
と
の
話
合
い

か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
そ
こ
に
は
、具
体
策
が
潜

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

会費等の集金方法はそれぞれの自治会のやり方で協力をお願いしたい

区長の仕事をもっと簡素化できないか

　
区
長
の
仕
事
の
一

つ
に
役
場
等
か
ら
毎

月
２
回
く
る
文
書
の
配
付
仕

分
け
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

区
長
の
仕
事
と
し
て
重
要
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
の
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、町
内
の
各
種

団
体
か
ら
会
費
や
協
力
金
等

の
集
金
事
務
の
依
頼
が
、袋

を
添
え
て
あ
り
ま
す
。私
が

住
ん
で
い
る
蓮
花
寺
区
の
場

合
、納
税
係
が
納
税
日
に
集

め
て
く
れ
る
も
の
も
幾
つ
か

あ
り
ま
す
が
、多
く
は
区
長

が
組
長
を
通
じ
て
集
金
袋
を

配
り
、組
長
が
お
金
を
集
め

て
区
長
へ
持
参
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
お
金
を
手
渡
し

で
受
け
取
り
、集
ま
っ
た
お

金
は
各
団
体
の
事
務
局
へ
区

長
が
届
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
１
年
間
に
ど
う
い

う
会
費
等
が
あ
る
か
を
述
べ

ま
す
と
、当
区
の
場
合
、「
日

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
費
」

「
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
」

「
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
教
会
協

力
金
」「
日
野
町
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
協
力
金
」「
西
桜
谷
公

民
館
協
力
費
」「
西
桜
谷
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
協
力
費
」「
桜

谷
小
学
校
教
育
後
援
会
費
」

「
桜
谷
小
学
校
同
窓
会
費
」の

８
つ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、募

金
の
依
頼
と
し
て
は「
緑
の

募
金
」「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」「
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
内
、募
金
は
個

人
の
善
意
に
よ
る
も
の
で
す

が
、そ
の
他
の
会
費
等
に
つ

い
て
は
、区
が
一
括
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、年
度
始
め
に
８

つ
の
会
費
等
を
一
覧
表
に
し

て
各
世
帯
に
配
付
し
、そ
の

世
帯
が
納
め
よ
う
と
思
う
も

の
を
選
び
、そ
の
分
の
お
金

を
区
の
納
税
日
に
一
括
し
て

納
め
れ
ば
、町
内
全
世
帯
８
，

８
０
０
以
上
の
集
金
袋
は
不

要
に
な
り
ま
す
し
、各
種
の

納
付
も
区
の
納
税
日
に
１
回

で
済
み
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
も
各
区
の
区

長
の
手
間
は
相
当
軽
減
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
こ

と
に
関
し
当
局
は
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
日
野
町
の
少
子
化

対
策
は
国
同
様
、重

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、今
後
さ
ら

な
る
取
り
組
み
の
対
策
が
必

要
で
す
。年
間
出
生
数
が
減

少
し
て
き
て
い
る
今
、こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

最
初
に
結
婚
問
題
が
あ
り
ま

す
。な
ぜ
な
ら
、少
子
化
の
元

の
原
因
は「
結
婚
率
の
低
下
」

で
あ
り「
未
婚
者
の
増
加
」に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
民
間
の
統
計
調
査
に
よ
る

と
、既
婚
者
の
子
ど
も
の
数

は
１
組
の
夫
婦
あ
た
り
２・

０
人
を
超
え
て
い
る
と
の
結

果
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、

独
身
男
女
の
増
加
が
こ
の
数

　
区
長
や
自
治
会
長

に
は
、行
政
と
地
域

を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
重
要
な

役
割
り
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

字
を
引
き
下
げ
て
い
る
訳
で

す
。ま
た
次
に
は
、結
婚
後
の

「
出
産
に
対
す
る
支
援
」や

「
子
育
て
に
対
す
る
支
援
」も

重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

①
婚
活
事
業
と
し
て
、公
民

館
等
で
の
取
り
組
み
も
必
要

だ
が
、行
政
レ
ベ
ル
で
の
取

り
組
み
も
お
願
い
し
た
い
。

②
平
成
24
年
度
か
ら
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、こ
の
時
、住
民
税
で
は
子

ど
も
の
扶
養
控
除
が
廃
止
さ

れ
た
。私
は
こ
れ
を
復
活
さ

せ
、第
１
子
40
万
円
、第
２
子

60
万
円
、第
３
子
以
降
そ
れ

ぞ
れ
80
万
円
の
扶
養
控
除
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま

　
ご
提
案
の
集
金
方
法
も
区

長
の
負
担
軽
減
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
が
、会
費
や
協
力

金
の
目
的
や
性
質
か
ら
、集

金
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
の
や
り
方
で
ご
協
力
を
お

す
。

③
子
ど
も
が
い
る
新
婚
夫
婦

の
住
む
新
築
家
屋
と
そ
の
宅

地
に
対
し
て
、固
定
資
産
税

を
子
ど
も
１
人
あ
た
り
20
％

減
額
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

同
時
に
上
下
水
道
料
金
も
同

様
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
育
て
支
援
と
し

て
、税
の
控
除
や
公

共
料
金
の
減
額
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
が
、課
税
に
お
い

て
は
公
平
公
正
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
公
共
料
金

に
関
し
て
も
、受
益
者
全
体

が
公
平
で
あ
る
こ
と
が
基
本

と
考
え
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、

税
の
控
除
や
公
共
料
金
の
減

額
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
の
負
担
軽
減
も
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
時
代
に
対
応
し

た
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員 川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

 ▲あおぞら園鎌掛分園

少
子
化
対
策
に
有
効
な
施
策
の
模
索
を

課
税
は
公
平
公
正
を
原
則
、公
共
料
金
は
受
益
者
全
体
が
公
平
で
あ
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
る

「
役
」の
整
理
基
準
は
難
し
い
。改
革
を
進
め
る
自
治
会
に
補
助
制
度
を
検
討
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一 質般 問

こども園は3園に再編。新こども園は基本構想を策定後に
「子ども未来戦略会議」を立上げ。小規模保育所は鎌掛分園で

少子化対策・子育て支援について

　
二
期
目
の
町
長
公

約
と
し
て「
新
こ
ど

も
園
の
建
設
を
は
じ
め
、幼

児
教
育
・
保
育
体
制
の
整
備

を
行
う
」「
庁
内
に
子
ど
も
未

来
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

る
」と
し
て
い
ま
す
。

①「
日
野
町
幼
児
教
育
保
育

の
在
り
方
懇
話
会
の
提
言
」

が
こ
ど
も
園
２
園
に
対
し
て
、

町
は
３
園
と
し
て
い
ま
す
。

数
が
違
う
の
は
な
ぜ
か
。ま

た
、施
設
の
再
編
整
備
に
お

け
る「
地
域
分
け
」や
町
の
財

政
課
題
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

②「
日
野
町
認
定
こ
ど
も
園
整

備
基
本
構
想
委
託
業
務
」に
つ

い
て
、こ
ど
も
園
の
規
模
や
候

補
地
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
、発
注
さ
れ
た
の
か
。

③「
役
場
庁
舎
内
に
、こ
ど
も

未
来
戦
略
会
議
を
立
ち
上
げ
、

全
庁
あ
げ
た
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
策
に
取
り
組

む
」と
さ
れ
て
い
る「
新
た
な

取
り
組
み
」と
は
何
か
。

④
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
の
子

ど
も
を
保
育
す
る『
小
規
模

保
育
所
』に
つ
い
て
、保
育
士

不
足
の
状
況
の
中
、地
元
の

保
育
士
を
募
集
さ
れ
る
の
か

ど
う
か
。ま
た
、地
元
鎌
掛
地

区
と
の
協
議
を
さ
れ
た
の
か
。

①
今
後
の
人
口
推
移

や
低
年
齢
児
等
の
希

望
者
の
増
加
、既
存
施
設
の
集

約
化
に
よ
る
財
政
課
題
を
含

め
た
３
園
に
す
る
。地
域
分
け

は
全
町
一
つ
と
す
る
。

②
新
こ
ど
も
園
の
規
模
や
整

備
用
地
の
検
討
な
ど
、具
体

的
な
協
議
は
こ
れ
か
ら
。

③
職
員
の
提
案
内
容
を「
短

期
的
」「
中
期
的
」「
長
期
的
」

に
仕
分
け
し
、来
年
度
当
初

予
算
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

④
一
般
社
団
法
人「
未
来
会
」

が
、あ
お
ぞ
ら
園
鎌
掛
分
園

で
開
所
に
向
け
て
準
備
中
。

保
育
士
募
集
は
、法
人
が
行

う
。地
元
鎌
掛
運
営
会
に
説

明
し
、良
い
印
象
を
得
て
い

る
。

　
各
自
治
会
で
は
、

人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
、若
者
の
転
出
な
ど
に

よ
り
、自
治
機
能
の
低
下
、草

刈
り
等
の
共
同
作
業
へ
の
支

障
や
伝
統
行
事
の
継
承
な
ど

に
加
え
、消
防
団
員
の
確
保
、

空
き
家
の
問
題
、役
員
の
な

り
手
不
足
等
、様
々
な
問
題

や
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
業
の
担
い
手
、獣
害

対
策
な
ど
課
題
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
長
公
約
の「
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
」を
町
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、各

地
区
、自
治
会
へ
の
話
し
合

い
を
一
日
も
早
く
始
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、町
長
公
約
と
し

て
言
葉
に
さ
れ
て
い
る
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
課
題
を
話
し
合
え
る
場
や

先
進
事
例
研
修
な
ど
の
機
会

を
増
や
す
取
り
組
み
と
は
？

②
役
場
や
地
域
が
お
願
い
す

る「
役
」の
整
理
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
は
？

③
改
革
を
進
め
る
自
治
会
に

は
、町
か
ら
人
的・物
的
支
援

を
行
う
こ
と
と
は
？

④
地
域
や
自
治
会
に
対
す
る

行
動
計
画
な
ど
具
体
的
な
取

組
方
針
に
つ
い
て
、現
状
で

の
思
い
や
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
協
力
要
請
な
ど
考
え
は
？

①
今
年
度
は
、講
演
会

を
開
催
す
る
。出
前
講

座
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

②
役
目
を
終
え
た
も
の
や

「
役
」の
目
的
を
維
持
し
な
が

ら
人
数
や
、選
出
方
法
を
関

係
課
で
整
理
す
る
。再
質
問

の「
基
準
は
何
か
」に
つ
い
て

は
、難
し
い
。

③
ま
ず
、各
自
治
会
の
現
状

把
握
を
行
い
活
動
内
容
の
見

直
し
を
さ
れ
る
自
治
会
に
補

助
制
度
を
検
討
す
る
。ア
ド

バ
イ
ザ
ー
的
な
人
材
配
置
は

研
究
す
る
。

④
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
の
活

動
等
を
尊
重
し
な
が
ら
、住

民
の
豊
か
な
生
活
の
下
、自

治
会
活
動
が
持
続
さ
れ
て
い

く
た
め
に
、住
民
の
機
運
を

高
め
な
が
ら
共
に
考
え
て
い

き
た
い
。

◇
質
問
を
終
え
て

　
町
長
公
約
の
二
つ
の
課

題
。子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、幼
保
の
再
編
整
備
を
町

民
に
い
つ
説
明
さ
れ
る
の

か
。「
こ
ど
も
未
来
戦
略
会

議
」が
、し
っ
か
り
役
割
を

果
た
し
、来
年
度
予
算
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の

か
。注
目
し
た
い
！

　
自
治
会
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、問
題
意
識
は
あ
っ

て
も
具
体
的
な
方
策
や
基

準
は
な
く「
言
葉
で
励
ま
し

て
も
ら
っ
て
い
る
」そ
ん
な

感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。ま

ず
は
、７
地
域
に
出
向
き
、

各
区
長
さ
ん
と
の
話
合
い

か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
そ
こ
に
は
、具
体
策
が
潜

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

会費等の集金方法はそれぞれの自治会のやり方で協力をお願いしたい

区長の仕事をもっと簡素化できないか

　
区
長
の
仕
事
の
一

つ
に
役
場
等
か
ら
毎

月
２
回
く
る
文
書
の
配
付
仕

分
け
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

区
長
の
仕
事
と
し
て
重
要
な

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
の
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、町
内
の
各
種

団
体
か
ら
会
費
や
協
力
金
等

の
集
金
事
務
の
依
頼
が
、袋

を
添
え
て
あ
り
ま
す
。私
が

住
ん
で
い
る
蓮
花
寺
区
の
場

合
、納
税
係
が
納
税
日
に
集

め
て
く
れ
る
も
の
も
幾
つ
か

あ
り
ま
す
が
、多
く
は
区
長

が
組
長
を
通
じ
て
集
金
袋
を

配
り
、組
長
が
お
金
を
集
め

て
区
長
へ
持
参
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
お
金
を
手
渡
し

で
受
け
取
り
、集
ま
っ
た
お

金
は
各
団
体
の
事
務
局
へ
区

長
が
届
け
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
１
年
間
に
ど
う
い

う
会
費
等
が
あ
る
か
を
述
べ

ま
す
と
、当
区
の
場
合
、「
日

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
費
」

「
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
」

「
日
野
町
ス
ポ
ー
ツ
教
会
協

力
金
」「
日
野
町
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
協
力
金
」「
西
桜
谷
公

民
館
協
力
費
」「
西
桜
谷
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
協
力
費
」「
桜

谷
小
学
校
教
育
後
援
会
費
」

「
桜
谷
小
学
校
同
窓
会
費
」の

８
つ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、募

金
の
依
頼
と
し
て
は「
緑
の

募
金
」「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
」「
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
内
、募
金
は
個

人
の
善
意
に
よ
る
も
の
で
す

が
、そ
の
他
の
会
費
等
に
つ

い
て
は
、区
が
一
括
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、年
度
始
め
に
８

つ
の
会
費
等
を
一
覧
表
に
し

て
各
世
帯
に
配
付
し
、そ
の

世
帯
が
納
め
よ
う
と
思
う
も

の
を
選
び
、そ
の
分
の
お
金

を
区
の
納
税
日
に
一
括
し
て

納
め
れ
ば
、町
内
全
世
帯
８
，

８
０
０
以
上
の
集
金
袋
は
不

要
に
な
り
ま
す
し
、各
種
の

納
付
も
区
の
納
税
日
に
１
回

で
済
み
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
も
各
区
の
区

長
の
手
間
は
相
当
軽
減
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
こ

と
に
関
し
当
局
は
ど
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
日
野
町
の
少
子
化

対
策
は
国
同
様
、重

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、今
後
さ
ら

な
る
取
り
組
み
の
対
策
が
必

要
で
す
。年
間
出
生
数
が
減

少
し
て
き
て
い
る
今
、こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

最
初
に
結
婚
問
題
が
あ
り
ま

す
。な
ぜ
な
ら
、少
子
化
の
元

の
原
因
は「
結
婚
率
の
低
下
」

で
あ
り「
未
婚
者
の
増
加
」に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
民
間
の
統
計
調
査
に
よ
る

と
、既
婚
者
の
子
ど
も
の
数

は
１
組
の
夫
婦
あ
た
り
２・

０
人
を
超
え
て
い
る
と
の
結

果
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、

独
身
男
女
の
増
加
が
こ
の
数

　
区
長
や
自
治
会
長

に
は
、行
政
と
地
域

を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
重
要
な

役
割
り
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

字
を
引
き
下
げ
て
い
る
訳
で

す
。ま
た
次
に
は
、結
婚
後
の

「
出
産
に
対
す
る
支
援
」や

「
子
育
て
に
対
す
る
支
援
」も

重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

①
婚
活
事
業
と
し
て
、公
民

館
等
で
の
取
り
組
み
も
必
要

だ
が
、行
政
レ
ベ
ル
で
の
取

り
組
み
も
お
願
い
し
た
い
。

②
平
成
24
年
度
か
ら
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、こ
の
時
、住
民
税
で
は
子

ど
も
の
扶
養
控
除
が
廃
止
さ

れ
た
。私
は
こ
れ
を
復
活
さ

せ
、第
１
子
40
万
円
、第
２
子

60
万
円
、第
３
子
以
降
そ
れ

ぞ
れ
80
万
円
の
扶
養
控
除
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま

　
ご
提
案
の
集
金
方
法
も
区

長
の
負
担
軽
減
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
が
、会
費
や
協
力

金
の
目
的
や
性
質
か
ら
、集

金
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
の
や
り
方
で
ご
協
力
を
お

す
。

③
子
ど
も
が
い
る
新
婚
夫
婦

の
住
む
新
築
家
屋
と
そ
の
宅

地
に
対
し
て
、固
定
資
産
税

を
子
ど
も
１
人
あ
た
り
20
％

減
額
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

同
時
に
上
下
水
道
料
金
も
同

様
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
育
て
支
援
と
し

て
、税
の
控
除
や
公

共
料
金
の
減
額
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
が
、課
税
に
お
い

て
は
公
平
公
正
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
公
共
料
金

に
関
し
て
も
、受
益
者
全
体

が
公
平
で
あ
る
こ
と
が
基
本

と
考
え
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、

税
の
控
除
や
公
共
料
金
の
減

額
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
の
負
担
軽
減
も
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
時
代
に
対
応
し

た
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員 川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

自
治
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

 ▲あおぞら園鎌掛分園

少
子
化
対
策
に
有
効
な
施
策
の
模
索
を

課
税
は
公
平
公
正
を
原
則
、公
共
料
金
は
受
益
者
全
体
が
公
平
で
あ
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
る

「
役
」の
整
理
基
準
は
難
し
い
。改
革
を
進
め
る
自
治
会
に
補
助
制
度
を
検
討

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

青年・若者と向き合い、希望を持って生きていけるまちをめざします

青年・若者の生き方と地域活動を通じたひとづくり

　
先
日
、日
野
町
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
第

72
回
滋
賀
県
青
年
大
会
が
開

催
さ
れ
、約
50
名
の
若
者
が
運

営
に
関
わ
り
ま
し
た
。そ
の
中

で
感
じ
た
若
者
の
成
長
と
主

体
性
。自
分
事
と
し
て
捉
え
、協

働
し
な
が
ら
物
事
を
進
め
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
と
そ
の

後
の
地
域
に
お
け
る
可
能
性
。

青
年
教
育
の
歴
史
と
と
も
に

70
年
余
り
に
わ
た
り
持
続
し

て
き
た
青
年
団
活
動
の
意
義
。

　
当
町
に
お
い
て
は
命
が
宿

っ
て
か
ら
義
務
教
育
修
了
ま

で
の
16
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

も
と
、ふ
る
さ
と
学
習
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
行
動
支
援
な
ど
丁
寧

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
う
え
で「
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
と
若
者

参
加
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
青

年
教
育
へ
の
持
続
的
な
取
り

組
み
」が
重
要
と
考
え

①
現
在
の
国・県・当
町
が
取

り
組
む
青
年
・
若
者
世
代
へ

の
施
策
は
。

②
今
を
生
き
る
青
年
・
若
者

は
当
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
か
。ま
た
、今

後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

①
昨
今
の
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
て「
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」

「
淡
海
子
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ン
」

に
加
え
て
、国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
に
も
記
さ
れ
て
い
る

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

の
育
成
」「
日
本
社
会
に
目
指

し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
」を
意
識
し
な
が
ら
社
会

教
育
・
青
年
教
育
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

②
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま

ち
を
創
る
う
え
で
も
青
年
世

代
は
非
常
に
重
要
な
存
在
と

認
識
し
て
い
ま
す
。日
野
町
の

ま
ち
づ
く
り
や
社
会
教
育
を

通
じ
て
培
わ
れ
て
き
た
青
年

活
動
。そ
の
実
績
も
踏
ま
え
て

成
長
段
階
で
の「
縦
の
つ
な
が

り
」を
意
識
し
、青
年
・
若
者
が

希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　「
ま
ち
の
玄
関
口
」

で
あ
る
近
江
鉄
道
日

野
駅
。設
立
当
時
、地
元
住
民
か

ら
の
陳
情
活
動
や
駅
舎
改
築
保

存
の
た
め
の
予
算
計
上
、ふ
る

さ
と
納
税
制
度
や
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
。

カ
フ
ェ
併
設
の
観
光
交
流
施
設

「
な
な
い
ろ
」の
オ
ー
プ
ン
な
ど

現
在
も
住
民
の
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
の
要
所
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。そ
の「
ま
ち
の
玄

関
口
」を
す
ぐ
傍
ら
で
見
守
り
、

育
て
て
き
た
の
が
商
店
会
の
存

在
で
す
。し
か
し
、人
や
モ
ノ
の

流
れ
の
変
化
と
町
内
商
店
の
減

少
、地
域
住
民
の
消
費
行
動
は

町
外
や
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
等
へ

と
流
出
し
、地
元
商
工
業
は
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。早

急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
て

①
日
野
駅
の
存
在
意
義
と
近

江
鉄
道
の
持
続
可
能
性
は
。

②
町
内
商
工
業
の
現
状
と
課

題
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の

ビ
ジ
ョ
ン・ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

①
長
年
に
わ
た
り
多

く
方
々
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
日
野

駅
。歴
史
の
伝
承
と
同
時
に

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、

交
通
・
交
流
情
報
発
信
の
地

域
拠
点
と
し
て「
心
の
交
流

の
玄
関
」で
あ
り
続
け
ま
す
。

近
江
鉄
道
は
公
有
民
営
上
下

分
離
方
式
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

継
続
し
て
快
適
で
安
全
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
、沿
線
地
域
の

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
、持
続
し
て
い
く
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

②
長
き
に
わ
た
り
町
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
頂
い
て
き
た

商
店
会
の
存
在
。商
工
会
や

関
係
機
関
と
今
ま
で
以
上
に

連
携
し
、、担
い
手
不
足
へ
の

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
事
業

承
継
サ
ポ
ー
ト
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
発
掘
な
ど
粘

り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。近

江
日
野
商
人
の
経
営
理
念

「
地
域
貢
献
」「
社
会
奉
仕
」の

精
神
を
町
の
誇
り
と
再
認
識

し
、日
野
な
ら
で
は
の
商
工

振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
、町
内
で
も
有
事
の
際
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
事
故
も

後
を
絶
た
ず
幼
い
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

①
園
で
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
、園
庭
が
使
用
不
可
と
な

っ
た
場
合
の
小
学
校
と
の
連

携
は
。

　
今
後
、防
災
頭
巾
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
の
導
入
の
検
討
は
。

②
斜
め
が
け
水
筒
に
よ
る
事

故
対
策
と
し
て
通
園
リ
ュ
ッ

ク
の
導
入
は
。

③
園
で
の
防
犯
対
策
に
つ
い

て
、園
内
へ
の
侵
入
が
容
易

で
あ
り
、不
審
者
対
策
用
の

道
具
類
も
少
な
い
が
、具
体

的
な
対
応
策
は
。

①
小
学
校
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、年
一

回
、想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、

小
学
校
、公
民
館
、近
隣
の
企

業
等
に
避
難
で
き
る
よ
う
依

頼
を
し
て
い
る
。

　
防
災
頭
巾
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
等

の
導
入
に
つ
い
て
は
、有
効
な

手
段
で
あ
る
が
、子
ど
も
へ
の

配
慮
、保
護
者
の
理
解
、協
力

も
必
要
で
あ
り
、近
隣
市
町
の

状
況
の
調
査
、子
ど
も
へ
の
影

響
を
考
慮
し
研
究
し
て
い
く
。

②
斜
め
が
け
水
筒
に
よ
る
事

故
対
策
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

に
伝
わ
る
よ
う
動
画
な
ど
を

使
い
引
き
続
き
安
全
指
導
、教

育
に
努
め
て
い
く
。

　
通
園
リ
ュ
ッ
ク
の
導
入
に
つ

い
て
は
、合
理
的
と
判
断
し
導

入
を
し
て
い
る
市
町
も
あ
る

為
、今
後
、近
隣
市
町
の
状
況

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

③
具
体
的
な
防
犯
対
策
は
、職

員
室
等
か
ら
来
訪
者
を
確
認
す

る
た
め
に
園
の
出
入
り
口
を
統

一
し
た
り
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
し
て
い
る
。地
震
や
火
災
、

不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合
の
対

策
は
、毎
年
見
直
し
を
し
て
い

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
訓
練

を
し
て
い
る
。ま
た
、公
民
館
や

警
察
等
と
連
携
し
リ
ス
ク
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

　
不
十
分
だ
と
さ
れ
て
い
る
不

審
者
対
策
用
の
道
具
に
つ
い
て

も
、今
後
、子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
考
え
、新
し
い
も
の
を
導
入

す
べ
き
か
検
討
し
て
い
く
。

　
園
で
従
事
す
る
者
の
声
を

聞
き
、物
理
的
、人
的
な
対
策

や
緊
急
時
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。 　

ひ
の
若
者
会
議

（
仮
）は
次
世
代
を
担

い
。

②
具
体
的
な
着
地
点
に
つ
い

て
は
、ひ
の
若
者
会
議（
仮
）

の
目
指
す『
楽
し
さ
を
ベ
ー

ス
に
、私
の
で
き
る
こ
と
、し

た
い
こ
と
で
、ち
ょ
っ
と
日

野
に
い
い
こ
と
が
あ
ち
こ
ち

で
起
こ
っ
て
い
る
』状
態
に

町
が
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
活
動
に
つ
い
て
は
、メ
ン

バ
ー
が
活
動
す
る
動
機
や
目

標
を
再
確
認
し
、定
期
的
に

振
り
返
り
、よ
り
活
動
が
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
日
頃
か
ら
人
手
不
足
の

中
、子
ど
も
た
ち
を
見
て
頂

い
て
お
り
、そ
の
状
況
の
中

で
有
事
の
際
に
よ
り
ス
ム

ー
ズ
な
行
動
が
出
来
る
よ

う
、今
一
度
見
直
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
親
世
代
も
意
識

を
高
く
持
ち
、先
生
方
と
上

手
く
連
携
を
取
り
な
が
ら

過
ご
し
て
行
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 ▲第72回滋賀県青年大会スタッフ

近
江
日
野
商
人
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

「
人
と
ま
ち
を
結
ぶ
」日
野
駅
と
商
い
の
こ
れ
か
ら

近隣市町を調査、参考に研究をする

幼稚園・保育園の安全対策について

参
画
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
進
め
た
い

ひ
の
若
者
会
議（
仮
）の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

う
若
者
が「
楽
し
さ
を
ベ
ー

ス
に
」日
野
町
に
い
い
ア
イ

デ
ア
を
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
繋
げ
て
い
く
為
の
集
ま

り
で
す
。令
和
３
年
３
月
、22

名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
開

始
し
、３
年
が
過
ぎ
、活
動
に

区
切
り
を
つ
け
た
部
活
が
あ

る
が
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
参
画
メ
ン
バ
ー
の
限
定
化

に
つ
い
て
、若
者
会
議
の
告

知
、メ
ン
バ
ー
募
集
含
め
今

後
の
計
画
は
。

②
目
指
す
ゴ
ー
ル
の
具
体
的

な
着
地
点
は
。

①
活
動
の
告

知
は
今
後
も

定
期
的
に
広
報
等
で

し
て
い
き
な
が
ら
、

活
動
の
楽
し
さ
を
も

っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
新

規
メ
ン
バ
ー
の
加
入

へ
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
今
後
も
運
営
会
議

で
議
論
し
て
い
き
た

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
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一
般
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一 質般 問

青年・若者と向き合い、希望を持って生きていけるまちをめざします

青年・若者の生き方と地域活動を通じたひとづくり

　
先
日
、日
野
町
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
第

72
回
滋
賀
県
青
年
大
会
が
開

催
さ
れ
、約
50
名
の
若
者
が
運

営
に
関
わ
り
ま
し
た
。そ
の
中

で
感
じ
た
若
者
の
成
長
と
主

体
性
。自
分
事
と
し
て
捉
え
、協

働
し
な
が
ら
物
事
を
進
め
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
と
そ
の

後
の
地
域
に
お
け
る
可
能
性
。

青
年
教
育
の
歴
史
と
と
も
に

70
年
余
り
に
わ
た
り
持
続
し

て
き
た
青
年
団
活
動
の
意
義
。

　
当
町
に
お
い
て
は
命
が
宿

っ
て
か
ら
義
務
教
育
修
了
ま

で
の
16
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

も
と
、ふ
る
さ
と
学
習
、ポ
ジ

テ
ィ
ブ
行
動
支
援
な
ど
丁
寧

な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。そ
の
う
え
で「
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
と
若
者

参
加
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」「
青

年
教
育
へ
の
持
続
的
な
取
り

組
み
」が
重
要
と
考
え

①
現
在
の
国・県・当
町
が
取

り
組
む
青
年
・
若
者
世
代
へ

の
施
策
は
。

②
今
を
生
き
る
青
年
・
若
者

は
当
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
か
。ま
た
、今

後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

①
昨
今
の
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
て「
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」

「
淡
海
子
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ン
」

に
加
え
て
、国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
に
も
記
さ
れ
て
い
る

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

の
育
成
」「
日
本
社
会
に
目
指

し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
」を
意
識
し
な
が
ら
社
会

教
育
・
青
年
教
育
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

②
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま

ち
を
創
る
う
え
で
も
青
年
世

代
は
非
常
に
重
要
な
存
在
と

認
識
し
て
い
ま
す
。日
野
町
の

ま
ち
づ
く
り
や
社
会
教
育
を

通
じ
て
培
わ
れ
て
き
た
青
年

活
動
。そ
の
実
績
も
踏
ま
え
て

成
長
段
階
で
の「
縦
の
つ
な
が

り
」を
意
識
し
、青
年
・
若
者
が

希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　「
ま
ち
の
玄
関
口
」

で
あ
る
近
江
鉄
道
日

野
駅
。設
立
当
時
、地
元
住
民
か

ら
の
陳
情
活
動
や
駅
舎
改
築
保

存
の
た
め
の
予
算
計
上
、ふ
る

さ
と
納
税
制
度
や
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
。

カ
フ
ェ
併
設
の
観
光
交
流
施
設

「
な
な
い
ろ
」の
オ
ー
プ
ン
な
ど

現
在
も
住
民
の
生
活
を
支
え
る

公
共
交
通
の
要
所
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。そ
の「
ま
ち
の
玄

関
口
」を
す
ぐ
傍
ら
で
見
守
り
、

育
て
て
き
た
の
が
商
店
会
の
存

在
で
す
。し
か
し
、人
や
モ
ノ
の

流
れ
の
変
化
と
町
内
商
店
の
減

少
、地
域
住
民
の
消
費
行
動
は

町
外
や
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
等
へ

と
流
出
し
、地
元
商
工
業
は
岐

路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。早

急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
現
状

を
踏
ま
え
て

①
日
野
駅
の
存
在
意
義
と
近

江
鉄
道
の
持
続
可
能
性
は
。

②
町
内
商
工
業
の
現
状
と
課

題
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の

ビ
ジ
ョ
ン・ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

①
長
年
に
わ
た
り
多

く
方
々
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
日
野

駅
。歴
史
の
伝
承
と
同
時
に

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、

交
通
・
交
流
情
報
発
信
の
地

域
拠
点
と
し
て「
心
の
交
流

の
玄
関
」で
あ
り
続
け
ま
す
。

近
江
鉄
道
は
公
有
民
営
上
下

分
離
方
式
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

継
続
し
て
快
適
で
安
全
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
、沿
線
地
域
の

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
、持
続
し
て
い
く
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

②
長
き
に
わ
た
り
町
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
頂
い
て
き
た

商
店
会
の
存
在
。商
工
会
や

関
係
機
関
と
今
ま
で
以
上
に

連
携
し
、、担
い
手
不
足
へ
の

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
や
事
業

承
継
サ
ポ
ー
ト
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
発
掘
な
ど
粘

り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。近

江
日
野
商
人
の
経
営
理
念

「
地
域
貢
献
」「
社
会
奉
仕
」の

精
神
を
町
の
誇
り
と
再
認
識

し
、日
野
な
ら
で
は
の
商
工

振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
が
発
表
さ

れ
、町
内
で
も
有
事
の
際
に

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
事
故
も

後
を
絶
た
ず
幼
い
子
ど
も
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

①
園
で
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
、園
庭
が
使
用
不
可
と
な

っ
た
場
合
の
小
学
校
と
の
連

携
は
。

　
今
後
、防
災
頭
巾
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
の
導
入
の
検
討
は
。

②
斜
め
が
け
水
筒
に
よ
る
事

故
対
策
と
し
て
通
園
リ
ュ
ッ

ク
の
導
入
は
。

③
園
で
の
防
犯
対
策
に
つ
い

て
、園
内
へ
の
侵
入
が
容
易

で
あ
り
、不
審
者
対
策
用
の

道
具
類
も
少
な
い
が
、具
体

的
な
対
応
策
は
。

①
小
学
校
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、年
一

回
、想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、

小
学
校
、公
民
館
、近
隣
の
企

業
等
に
避
難
で
き
る
よ
う
依

頼
を
し
て
い
る
。

　
防
災
頭
巾
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
等

の
導
入
に
つ
い
て
は
、有
効
な

手
段
で
あ
る
が
、子
ど
も
へ
の

配
慮
、保
護
者
の
理
解
、協
力

も
必
要
で
あ
り
、近
隣
市
町
の

状
況
の
調
査
、子
ど
も
へ
の
影

響
を
考
慮
し
研
究
し
て
い
く
。

②
斜
め
が
け
水
筒
に
よ
る
事

故
対
策
に
つ
い
て
は
、子
ど
も

に
伝
わ
る
よ
う
動
画
な
ど
を

使
い
引
き
続
き
安
全
指
導
、教

育
に
努
め
て
い
く
。

　
通
園
リ
ュ
ッ
ク
の
導
入
に
つ

い
て
は
、合
理
的
と
判
断
し
導

入
を
し
て
い
る
市
町
も
あ
る

為
、今
後
、近
隣
市
町
の
状
況

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

③
具
体
的
な
防
犯
対
策
は
、職

員
室
等
か
ら
来
訪
者
を
確
認
す

る
た
め
に
園
の
出
入
り
口
を
統

一
し
た
り
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
し
て
い
る
。地
震
や
火
災
、

不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合
の
対

策
は
、毎
年
見
直
し
を
し
て
い

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
訓
練

を
し
て
い
る
。ま
た
、公
民
館
や

警
察
等
と
連
携
し
リ
ス
ク
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

　
不
十
分
だ
と
さ
れ
て
い
る
不

審
者
対
策
用
の
道
具
に
つ
い
て

も
、今
後
、子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
考
え
、新
し
い
も
の
を
導
入

す
べ
き
か
検
討
し
て
い
く
。

　
園
で
従
事
す
る
者
の
声
を

聞
き
、物
理
的
、人
的
な
対
策

や
緊
急
時
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。 　

ひ
の
若
者
会
議

（
仮
）は
次
世
代
を
担

い
。

②
具
体
的
な
着
地
点
に
つ
い

て
は
、ひ
の
若
者
会
議（
仮
）

の
目
指
す『
楽
し
さ
を
ベ
ー

ス
に
、私
の
で
き
る
こ
と
、し

た
い
こ
と
で
、ち
ょ
っ
と
日

野
に
い
い
こ
と
が
あ
ち
こ
ち

で
起
こ
っ
て
い
る
』状
態
に

町
が
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
活
動
に
つ
い
て
は
、メ
ン

バ
ー
が
活
動
す
る
動
機
や
目

標
を
再
確
認
し
、定
期
的
に

振
り
返
り
、よ
り
活
動
が
充

実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
進

め
て
い
く
。

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

◇
質
問
を
終
え
て

　
日
頃
か
ら
人
手
不
足
の

中
、子
ど
も
た
ち
を
見
て
頂

い
て
お
り
、そ
の
状
況
の
中

で
有
事
の
際
に
よ
り
ス
ム

ー
ズ
な
行
動
が
出
来
る
よ

う
、今
一
度
見
直
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
親
世
代
も
意
識

を
高
く
持
ち
、先
生
方
と
上

手
く
連
携
を
取
り
な
が
ら

過
ご
し
て
行
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 ▲第72回滋賀県青年大会スタッフ

近
江
日
野
商
人
の
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

「
人
と
ま
ち
を
結
ぶ
」日
野
駅
と
商
い
の
こ
れ
か
ら

近隣市町を調査、参考に研究をする

幼稚園・保育園の安全対策について

参
画
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
活
動
が
充
実
す
る
よ
う
進
め
た
い

ひ
の
若
者
会
議（
仮
）の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

う
若
者
が「
楽
し
さ
を
ベ
ー

ス
に
」日
野
町
に
い
い
ア
イ

デ
ア
を
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
に
繋
げ
て
い
く
為
の
集
ま

り
で
す
。令
和
３
年
３
月
、22

名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
開

始
し
、３
年
が
過
ぎ
、活
動
に

区
切
り
を
つ
け
た
部
活
が
あ

る
が
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
参
画
メ
ン
バ
ー
の
限
定
化

に
つ
い
て
、若
者
会
議
の
告

知
、メ
ン
バ
ー
募
集
含
め
今

後
の
計
画
は
。

②
目
指
す
ゴ
ー
ル
の
具
体
的

な
着
地
点
は
。

①
活
動
の
告

知
は
今
後
も

定
期
的
に
広
報
等
で

し
て
い
き
な
が
ら
、

活
動
の
楽
し
さ
を
も

っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
新

規
メ
ン
バ
ー
の
加
入

へ
繋
げ
て
い
け
る
よ

う
今
後
も
運
営
会
議

で
議
論
し
て
い
き
た

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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大変難しい課題・・・継続して国や県に緩和を要望していく

堀江町政のまちづくり・・・若い世代に向けた宅地開発は？

日
野
町
の
環
境
施
策  「
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
」に
つ
い
て

　
堀
江
町
政
の
２
期

目
に
は
、出
生
数
の

低
下
に
歯
止
め
を
か
け
、よ

り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
町

を
目
指
し
て
、さ
ら
な
る「
少

子
化
対
策・子
育
て
支
援
」施

策
を
展
開
し
て
い
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
為
に
は
、ど
の
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く

の
か
。私
は
、新
こ
ど
も
園
の

建
設
や
幼
児
教
育
・
保
育
体

制
の
整
備
も
無
論
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、そ
れ

よ
り
も
若
い
世
代
の
方
に
と

っ
て
、日
野
町
が
住
み
や
す

い
場
所
で
あ
り
、日
野
町
に

住
め
る
場
所
を
も
っ
と
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
左
上
の
表
は
、県
内
６
町

の
年
少・若
年
人
口
で
す
。

　
甲
良
町
は「
住
宅
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
打
ち
出
さ

れ
て
お
り
、日
野
町
も「
開
発

規
制
の
緩
和
」や「
空
き
家
を

活
用
し
た
賃
貸
住
宅
」な
ど
、

思
い
切
っ
た
施
策
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、町
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
向
け

た
宅
地
開
発
に
つ
い

て
、農
業
振
興
地
域
で
は「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」で
規
制
さ
れ
て
お

り
、開
発
の
規
制
緩
和
に
お

い
て
も
、町
独
自
で
決
定
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、国
や

県
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ

り
、大
変
難
し
い
課
題
で
す
。

継
続
し
て
国
や
県
に
緩
和
の

要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
い
、若
者
向
け
賃
貸
住
宅

の
活
用
は
、他
市
町
の
状
況

を
確
認
す
る
な
ど
研
究
し
て

い
き
ま
す
。今
年
度
は
空
き

家
の
実
態
調
査
を
実
施
し
、

利
活
用
の
可
能
な
物
件
に
対

し
、空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
啓
発
す
る
予
定
で
す
。

　
日
野
町
の
一
般
家

庭
か
ら
出
る
生
ご
み

は
、ほ
と
ん
ど
が
焼
却
処
理

さ
れ
、そ
の
焼
却
に
は
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
、

二
酸
化
炭
素
を
排
出
、地
球

の
温
暖
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。「
燃
や
す
か
ら
生
か
す
、

循
環
型
社
会
へ
」

　
こ
こ
に
着
目
さ
れ
た
女
性

団
体
連
合
会
の
皆
さ
ん
は
、

令
和
４
年
７
月
か
ら
、社
会

福
祉
法
人
わ
た
む
き
の
里
福

祉
会
の
皆
さ
ん
と
共
同
で
生

ご
み
の
堆
肥
化
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
堆
肥
化
事
業

は
日
野
中
学
校
、日
野
小
学

校
の
学
校
給
食
の
残
渣
で
早

く
か
ら
取
り
組
ま
れ
、出
来

た
堆
肥
は
役
場
入
り
口
で
住

民
の
皆
さ
ん
に
提
供
さ
れ
、

「
循
環
型
社
会
」が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
を
一

般
家
庭
に
も
広
げ
て
い
こ
う

と
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
現
在
、一
般
家
庭
か
ら
出

る
生
ご
み
の
堆
肥
化
設
備
の

老
朽
化
が
激
し
く
、事
業
の

継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
町
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　

学
校
給
食
残
渣
の

堆
肥
化
に
つ
い
て
は
、

日
野
中
学
校
お
よ
び
日
野
小

学
校
に
生
ご
み
処
理
機
を
設

置
し
、堆
肥
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

一
般
家
庭
か
ら
で
る
生
ご

み
の
堆
肥
化
事
業
に
つ
い
て

は
、女
性
団
体
連
合
会
、わ
た

む
き
の
里
福
祉
会
の
ご
協
力

の
も
と
、S
D
G
s
実
践
モ

デ
ル
事
業
と
し
て「
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
に

よ
る
ご
み
減
量
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。現
在
、町
内
の

約
40
世
帯
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、令
和
５
年
度
実
績

で
年
間
3.3
ト
ン
の
生
ご
み
が

堆
肥
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
生
ご
み
処

理
機
は
、購
入
か
ら
約
20
年

が
経
過
し
、経
年
劣
化
に
よ

り
性
能
が
劣
っ
て
い
る
こ
と

を
伺
っ
て
い
ま
す
。処
理
機

の
更
新
に
つ
い
て
初
期
費
用

や
維
持
経
費
、国
や
県
か
ら

の
補
助
金
等
、調
査
研
究
し

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
残
渣
と
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
取
り
組
む

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員
日野町を含む６町の年少人口・若年人口

（滋賀県ホームページ　毎月人口推計調査より作成）

令和６年４月１日現在 令和元年４月１日現在

総人口

年少人口
（15歳未満）

若年人口
（15～39歳）

総人口

年少人口
（15歳未満）

若年㆟口
（15～39歳）

人数 割合
（％） 人数

割合
（％） 人数 割合

（％） 人数
割合
（％）

愛荘町 20,538 2,933 14.3 5,013 24.4 20,891 3,530 16.9 6,000 28.7 

多賀町 7,073 970 13.7 1,409 19.9 7,244 979 13.5 1,612 22.3 

豊郷町 6,928 936 13.5 1,698 24.5 7,366 1,101 14.9 1,880 25.5 

竜王町 11,248 1,353 12.0 2,791 24.8 12,064 1,554 12.9 3,456 28.6 

日野町 20,404 2,409 11.8 4,755 23.3 21,155 2,645 12.5 5,331 25.2 
甲良町 6,035 621 10.3 1,299 21.5 6,586 804 12.2 1,508 22.9 

日野町女性団体連合会の生ごみ回収の取り組み

すでに町の事業として取り組んでいる豊郷町を視察
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一 質般 問

待機児童対策・低年齢児からの入所希望増加

小規模保育所の必要性について

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

①
懇
話
会
最
終
提
言

で
は「
地
域
主
導
」が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。募
集

要
項
で
は「
地
域
が
主
導
す

る
」と
い
う
文
言
を
な
ぜ
抜

い
た
の
か
伺
う
。

②
年
々
出
生
数
は
減
っ
て
い

る
の
に
、1
2
0
名
と
昨
年

度
よ
り
14
名
も
多
い
人
数
で

す
が
、増
え
る
と
考
え
て
い

る
理
由
を
伺
う
。

③
出
生
数
1
2
0
名
で
あ
れ

ば
、０
歳
児
20
名・１
歳
児
72

名
・
２
歳
児
78
名
計
1
7
0

名
の
０
～
２
歳
児
の
子
ど
も

が
入
所
す
る
予
定
で
す
。現

在
の
公
立
保
育
園
４
園
と
わ

ら
べ
保
育
園
２
園
で
2
1
6

名
の
０・１・２
歳
児
が
入
所

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。な
ぜ
小
規
模
保
育
所
が

２
か
所
も
必
要
な
の
か
伺
う
。

④
保
護
者
が
、町
立
認
定
こ

ど
も
園
や
わ
ら
べ
園
を
希
望

し
て
、入
所
が
可
能
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、町
の
判
断
で

小
規
模
事
業
所
へ
の
入
所
を

優
先
す
る
場
合
が
あ
る
の
か

伺
う
。

⑤
町
立
幼
稚
園
を
全
廃
す
る

こ
と
に
つ
い
て「
日
野
町
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」で
は
、

ど
の
よ
う
な
議
論
に
な
っ
た

か
。ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
か
伺
う
。

①
今
回
小
規
模
保
育

事
業
所
の
募
集
に
つ

い
て
安
定
し
た
保
育
所
運
営

を
確
保
し
つ
つ
、地
域
と
の

か
か
わ
り
を
両
立
す
る
と
い

う
視
点
を
持
っ
て
、事
業
者

の
一
般
公
募
を
実
施
し
た
。

②
昨
今
保
護
者
の
保
育
ニ
ー

ズ
は
増
加
し
て
お
り
過
少
の

人
数
で
想
定
す
る
と
、出
生

数
が
増
加
し
た
場
合
、結
果

と
し
て
待
機
児
童
が
解
消
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

③
０
歳
児
が
40
名
入
所
と
さ

れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
あ
く

ま
で
面
積
上
の
入
所
人
数
で

あ
り
、現
実
的
に
は
、年
齢
ご

と
に
保
育
室
を
確
保
す
る
た

①
県
が
査
定
す
る
統

一
保
険
料
に
合
わ
せ

れ
ば
日
野
町
で
は
、ど
の
ぐ

ら
い
値
上
が
り
す
る
の
か
伺

う
。

②
来
年
度
の
国
保
税
の
引
き

上
げ
の
有
無
に
つ
い
て
伺

う
。

③
日
本
共
産
党
は
、県
に
対

し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
行
っ
て
、市
町
に
示

す
納
付
金
・
標
準
保
険
料
を

引
き
下
げ
る
こ
と
を
要
求
し

て
い
ま
す
。県
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
は
拒
否
し

て
い
ま
す
が
、県
議
会
の
承

認
が
あ
れ
ば
可
能
と
述
べ
て

い
ま
す
。そ
こ
で
、日
野
町
は

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
引
下
げ

に
ど
の
よ
う
に
努
力
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

①
令
和
６
年
度
ベ
ー

ス
で
の
比
較
で
は
県

が
示
す
標
準
保
険
料
は

13
万
6
2
6
円
、町
の
保
険

料
は
11
万
7
2
2
円
で
約
２

万
円
の
差
が
あ
る
。

②
保
険
料
水
準
を
令
和
９
年

度
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。令
和
６
年
度
の
標
準

保
険
料
と
町
の
保
険
税
と
の

間
で
差
が
生
じ
て
い
る
た

め
、保
険
税
の
引
き
上
げ
は

避
け
ら
れ
な
い
。

③
保
険
者
努
力
支
援
制
度
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
医
療

費
適
正
化
等
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。国
民
健
康

保
険
制
度
の
持
つ
構
造
的
な

問
題
に
対
し
て
は
、国
の
定

率
負
担
の
引
き
上
げ
を
県
知

事
に
対
し
て
要
望
し
て
い

る
。後
発（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）

医
薬
品
の
使
用
割
合
に
よ
る

医
療
費
の
適
正
化
や
糖
尿
病

重
症
化
予
防
に
よ
る
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
・
一
体
的
実
施

の
取
組
状
況
に
対
し
て
国
か

ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。町
民

の
健
康
へ
の
意
識
高
揚
を
図

り
、各
種
検
診
受
診
率
な
ど

を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
下
げ
に
つ
い
て

財
政
支
援
を
県
に
要
望
し
、ま
た
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
で
評
価
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む

め
の
建
物
の
構
造
上
の
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、保
護
者

の
入
所
希
望
に
応
え
る
こ
と

が
難
し
い
と
想
定
す
る
。低

年
齢
児
か
ら
の
入
所
は
増
加

す
る
と
考
え
、小
規
模
保
育

所
も
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
入
所
可
能
と
さ
れ
る
の
で

年
齢
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る

と
２
か
所
想
定
し
て
い
る
。

④
兄
弟
姉
妹
が
同
じ
園
に
入

所
で
き
る
よ
う
保
護
者
の
希

望
に
対
応
し
て
き
た
。今
後
、

幼
児
教
育
保
育
施
設
の
再
編

整
備
に
伴
い
、保
護
者
の
希

望
に
添
え
る
よ
う
に
す
る
。

⑤「
日
野
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」に
つ
い
て
は
、10
月
初

旬
に
開
催
し
、幼
児
教
育
保

育
施
設
の
再
編
整
備
計
画
を

示
す
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
実
施
し
て
い
な
い
。

0
20
40
60
80
100

０
歳
児
の
定
員

入
所
予
定
者
数

１
歳
児
の
定
員

入
所
予
定
者
数

２
歳
児
の
定
員

入
所
予
定
者
数

０・１・２歳児の定員と入所予定数
（人）

40人

20人

83人
72人

93人
78人

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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町
内
に
は
指
定
避

難
所
が
27
か
所
と
福

祉
避
難
所
協
定
施
設
が
６
か

所
あ
り
ま
す
。指
定
避
難
所

の
27
か
所
は
公
民
館
や
小
中

学
校
の
ほ
か
に
日
野
高
校
、

大
谷
体
育
館
、図
書
館
、わ
た

む
き
ホ
ー
ル
虹
、幼
稚
園
、こ

ど
も
園
、町
立
保
育
園
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
防
災
用
品
と
し
て
公
民
館

が
預
か
る
の
は
非
常
食
程
度

と
聞
き
ま
し
た
が
災
害
は
雨

天
時
や
積
雪
時
、今
年
の
よ

う
な
真
夏
の
高
温
の
日
中
や
、

極
寒
な
天
候
の
時
に
起
こ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。大
地
震

だ
と
橋
や
道
路
の
不
通
が
発

生
し
ま
す
。夜
間
に
停
電
や

断
水
が
同
時
に
起
こ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

①
避
難
所
に
事
前
配
布
の
物

資
は
あ
る
の
か
。防
災
セ
ン

タ
ー
か
ら
移
送
時
、道
路
損

壊
の
想
定
は
し
て
い
る
の
か
。

②
町
に
防
災
用
の
発
電
機
は

準
備
し
て
い
る
か
。

③
大
き
な
建
物
は
高
圧
受
電

し
て
い
る
と
思
う
が
、避
難

所
に
お
け
る
停
電
時
の
電
力

確
保
の
準
備
は
し
て
い
る
か
。

④
避
難
所
を
公
民
館
で
開
設

す
る
時
は
総
務
課
ま
た
は
指

示
を
受
け
た
職
員
が
出
向
く

と
聞
い
て
い
る
が
、施
設
の

事
情
を
知
る
公
民
館
職
員
を

呼
び
出
せ
な
い
の
か
。ま
た

幼
稚
園
や
大
谷
体
育
館
等
の

施
設
で
は
ど
う
か
。

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、町
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
を
行
う
と
承
知
し

て
い
る
が
、発
災
時
の
訓
練

は
行
っ
て
い
る
の
か
。地
区

社
会
福
祉
協
議
会
や
自
治
会

長
の
役
目
は
あ
る
の
か
。

①
応
急
的
に
食
料
飲

料
水
、衛
生
用
品
、毛

布
、テ
ン
ト
型
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
配
備
し
て
い
る
。道

路
損
壊
時
は
輸
送
経
路
を
優

先
的
に
復
旧
す
る
予
定
。

②
防
災
倉
庫
に
５
台
を
準
備
。

③
町
が
保
有
す
る
発
電
機
を

避
難
所
に
移
送
す
る
。

④
勤
務
時
間
中
は
補
助
業
務

に
当
っ
て
も
ら
う
想
定
を
し

て
い
る
。時
間
外
は
正
規
職

員
が
対
応
す
る
。

⑤
訓
練
し
て
い
る
。さ
ら
に

よ
り
具
体
的
な
運
営
計
画
を

策
定
中
で
あ
る
。

　
消
防
団
を
取
り
巻

く
全
国
の
流
れ
を
見

て
い
ま
す
と
、自
分
の
余
暇

時
間
を
大
事
に
し
た
い
、家

計
の
た
め
仕
事
を
優
先
せ
ざ

る
を
得
な
い
方
々
が
多
く
お

ら
れ
、多
く
の
地
域
で
新
入

団
員
獲
得
に
苦
労
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。日
野
町
に
お
い

て
も「
消
防
団
に
入
ら
な
く

て
も
よ
い
地
区
に
住
む
」と

い
う
選
択
を
す
る
方
が
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。全
国
で
も

岐
阜
県
飛
騨
市
の
よ
う
に
実

践
的
な
訓
練
を
増
や
し
な
が

ら
も
負
担
軽
減
を
図
り
団
員

確
保
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

事
例
が
よ
く
紹
介
を
さ
れ
て

い
ま
す
。残
念
な
が
ら
一
定

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
存

在
し
て
い
て
消
防
団
の
予
備

軍
が
先
細
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。そ
こ
で
何
点
か

質
問
し
ま
す
。

①
定
員
は
1
8
5
人
と
条
例

で
決
ま
っ
て
い
る
が
見
直
し

の
状
況
は
ど
う
か
。

②
各
分
団
の
団
員
数
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
各
分
団
の
エ
リ
ア
人
口
を

考
え
た
と
き
分
団
定
員
の
バ

ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
か
。

④
町
外
転
出
者
の
補
充
は
そ

の
都
度
に
行
わ
れ
る
の
か
。

⑤
新
入
団
者
を
探
さ
な
い
と

退
団
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
あ
る
か
。

⑥
運
転
免
許
が
細
分
さ
れ
て

い
る
。普
通
免
許
で
乗
れ
な

い
大
き
な
車
両
も
考
え
ら
れ

る
が
、免
許
取
得
者
へ
の
補

助
金
は
制
度
と
し
て
あ
る
か
。

⑦
報
酬
等
の
支
払
方
法
は
。

⑧
各
地
区
公
民
館
事
業
で
も

警
備
活
動
や
様
々
に
活
躍
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
手
当

の
対
象
か
。

⑨
各
種
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

⑩
女
性
団
員
の
状
況
は
。

⑪
団
員
獲
得
の
た
め
、今
後

へ
の
思
い
は
。

①
有
事
の
対
応
や
団

活
動
を
鑑
み
、平
成

二
年
に
現
在
の
定
数
1
8
5

人
と
な
っ
た
。

②
消
防
団
規
則
に
よ
り
協
議

を
行
い
、第
１
分
団
59
人
、第

２
分
団
47
人
、第
３
分
団
70

人
と
幹
部
９
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

③
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。活
動
は
分
団
区
域
を

越
え
て
実
施
し
て
い
る
。

④
翌
年
度
の
入
退
団
時
で
調

整
し
て
い
る
。

⑤
強
制
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

ご
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
。

⑥
補
助
制
度
は
な
い
も
の
の

該
当
す
る
事
例
は
な
い
。

⑦
口
座
振
込
し
て
い
る
。

⑧
消
防
団
活
動
に
は
支
払
い

を
行
う
。

⑨
年
間
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ

目
的
を
も
っ
た
訓
練
・
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

⑩
現
在
は
無
い
が
希
望
者
が

あ
れ
ば
入
団
い
た
だ
く
。

⑪
地
域
の
ご
苦
労
も
理
解
し

た
上
で
団
員
の
負
担
軽
減
や
、

処
遇
改
善
の
為
、一
層
の
調

査
研
究
を
行
う
。

今
後
の
消
防
団
加
入
者
の
た
め
に

団
員
の
負
担
軽
減
や
処
遇
改
善
に
努
め
る

その日が来たとき 避難所やボランティアセンターは
いろいろなケースを想定し準備を進めている

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お
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一 質般 問

 「マイナンバーカード」申請サポートや
　　　　 「マイナ保険証」の利用案内を行っている

「マイナンバーカード」「マイナ保険証」について

　
社
会
の
高
齢
化
が

進
む
中
で
、誰
も
が

な
り
え
る
認
知
症
に
つ
い
て
、

自
分
ご
と
と
し
て
身
近
な
問

題
と
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。今
後
も
認
知
症
の
人
も

家
族
も
安
全
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
の
構
築
へ
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

の
更
な
る
展
開
や「
新
し
い

認
知
症
観
」へ
の
啓
発
等
、町

の
取
り
組
み
は
。

②
地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の

人
や
家
族
の
困
り
ご
と
の
支

援
ニ
ー
ズ
と
、認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
を
結
び
つ
け
る
た
め

の「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」へ
の

見
解
は
。

③
認
知
症
予
防
は
予
備
軍
の

段
階
で
早
期
発
見
が
大
切
で

す
。記
憶
力
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
を
行
う「
あ
た
ま
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」へ
の
見
解
は
。

①
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
希
望
を
も
っ
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う「
新
し
い
認
知

症
観
」に
つ
い
て
は
、取
り
組

み
の
中
で
、大
切
に
し
て
き

た
。認
知
症
当
事
者
の
視
点

に
立
っ
た
居
場
所
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
連
絡
会
の
中
で
、検
討
事

項
と
さ
れ
て
お
り
、今
後
、キ

ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
、認
知
症
当
事

者
の
皆
さ
ん
と
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
、検
討
し
て
い
き

た
い
。

③「
あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」は
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
や

対
話
式
の
テ
ス
ト
に
よ
り
認

知
機
能
を
確
認
で
き
る
。県

内
他
町
で
も
導
入
さ
れ
て
お

り
、活
用
の
検
討
を
し
た
い
。

　
日
野
町
は「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

の
保
有
率
が
低
い
状
態
で
す
。

そ
ん
な
中「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移

行
し
て
い
き
ま
す
。「
健
康
保

険
証
」を
廃
止
し「
マ
イ
ナ
保

険
証
」へ
と
円
滑
に
移
行
す

る
に
は
住
民
に
制
度
へ
の
不

安
や
誤
解
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
に
、正
し
い
情
報
提
供
が

必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
何
点
か
伺
う
。

①「
施
設
等
に
対
す
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
支

援
」や
職
員
が
出
向
い
て
申

請
を
受
け
付
け
る
機
会
を
提

供
す
る
取
り
組
み
は
。

②
住
民
が
安
心
し
て「
マ
イ

ナ
保
険
証
」を
利
用
で
き
る

よ
う
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ

る
事
は
。

③「
マ
イ
ナ
保
険
証
」利
用
促

進
や
理
解
の
為
に
、正
し
い

情
報
発
信
の
取
り
組
み
は
。

④「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
保
有

し
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
今
後
の
不
安
が
な

い
よ
う
に
、丁
寧
な
情
報
提

供
へ
の
町
の
取
り
組
み
を
伺

う
。

①
ま
だ
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
未
取
得
者

全
員
に
対
し
、取
得
を
促
す

通
知
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。取
得
支
援
に
つ
い
て

は
、施
設
等
に
ご
希
望
が
あ

れ
ば
職
員
が
出
向
き
、申
請

サ
ポ
ー
ト
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

②
メ
リ
ッ
ト
の
１
点
目
は
、

過
去
に
処
方
さ
れ
た
お
薬
や

特
定
健
診
な
ど
の
医
療
情
報

を
初
診
で
も
医
師
・
薬
剤
師

に
共
有
で
き
、デ
ー
タ
に
基

づ
く
よ
り
良
い
医
療
が
受
け

ら
れ
る
。ま
た
災
害
等
発
生

時
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
紛
失
等
し
た
場
合
で

も
、患
者
の
口
頭
同
意
で
医

療
機
関
・
薬
局
は
保
健
資
格

情
報
・
医
療
情
報
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
点
目
は
限
度
額
適
用
認

定
証
の
申
請
手
続
き
が
な
く

て
も
、公
的
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
る
診
療
に
対
し
て
は
、

高
額
医
療
費
の
限
度
額
を
超

え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
。

利
用
者
か
ら
す
る
と
、初
め

て
の
医
療
機
関
・
薬
局
を
受

診
等
す
る
際
に
も
安
心
で
あ

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た 

社
会
の
構
築
に
つ
い
て

国
と
自
治
体
を
含
め
て 

更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
る

る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
町
で
は
、12
月
の
保
険
証

廃
止
と
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基

本
と
す
る
仕
組
み
の
移
行
に

向
け
て
、国
民
健
康
保
険
、後

期
高
齢
者
医
療
保
険
、そ
の

他
被
用
者
保
険
な
ど
の
各
医

療
保
険
者
や
医
療
機
関
等
が

利
用
促
進
に
取
組
み
を
進
め

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
で

あ
る
町
も
被
保
険
者
に
対
し

て
、７
月
の
保
険
証
更
新
時

に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
チ
ラ
シ
を
送
付
し
た
。

④
12
月
２
日
時
点
で
発
行
済

み
の
保
険
証
は
各
医
療
保
険

者
の
設
定
す
る
有
効
期
限
ま

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て

い
な
い
方
に
は
、保
険
者
か

ら
資
格
確
認
書
が
職
権
で
交

付
さ
れ
、引
き
続
き
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
保
健
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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町
長
は
２
期
目
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
「
少
子
化
対
策
や
自
治
会

活
性
化
な
ど
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
た
。

　
多
く
の
市
町
が
子
育
て
に

力
点
を
置
い
て
い
る
中
で
、

⑴
日
野
町
が
「
質
･
量
と
も

に
子
育
て
し
や
す
い
町
」
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
伺
う
。

⑵
「
結
婚
し
た
い
」「
子
ど

も
が
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
も

経
済
的
な
困
難
や
長
時
間
労

働
な
ど
「
働
き
方
」
の
問
題

が
大
き
い
。
町
長
の
少
子
化

対
策
に
こ
う
い
っ
た
視
点
は

あ
る
か
。

⑶
役
場
内
や
地
域
社
会
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
遅
れ

と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

女
性
管
理
職
の
少
な
さ
、
議

会
の
同
意
を
要
す
る
委
員
へ

の
登
用
が
、
今
年
に
入
っ
て

11
人
中
10
人
男
性
で
、
前
回

よ
り
女
性
が
５
人
も
減
。
区

長
は
相
変
わ
ら
ず
男
性
ば
か

り
。
こ
れ
ら
は
共
通
す
る
土

壌
で
あ
り
、
子
育
て
施
策
と

関
連
す
る
町
長
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
観
を
伺
う
。

⑴
４
月
に
「
日
野
町

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
。
母
子
保
健
事

業
と
児
童
福
祉
事
業
が
連
携

し
、
子
育
て
全
般
に
対
す
る

相
談
、
児
童
虐
待
や
貧
困
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―
問
題
な
ど

に
対
応
。
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

「
ぽ
け
っ
と
」、
わ
ら
べ
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

「
切
れ
目
の
な
い
相
談
体
制
」

の
充
実
と
地
域
の
子
育
て
支

援
活
動
と
の
連
携
強
化
を
両

輪
に
子
育
て
し
や
す
い
町
を

め
ざ
す
。

⑵
わ
が
国
で
は
同
一
労
働
で

の
男
女
賃
金
格
差
な
ど
が
あ

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
１
４
６
ヵ
国
中
１
１

８
位
で
あ
る
。
町
内
の
事
業

所
に
状
況
を
伝
え
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を

は
た
ら
き
か
け
た
い
。

⑶
女
性
の
早
期
退
職
の
背
景

に
は
家
庭
と
仕
事
の
バ
ラ
ン

ス
、
職
責
へ
の
負
担
感
な
ど

が
あ
る
と
推
測
、
問
題
意
識

を
持
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
が
進
む
こ
と
で
安

　
調
査
準
備
以
来
３

年
が
過
ぎ
た
。

⑴ 

通
勤
バ
ス
実
証
実
験
の

中
途
断
念
な
ど
が
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
達
成
度

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

仮
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

形
式
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

「
推
進
協
」
組
織
や
補
助
金

は
ど
う
な
る
か
。

⑵
通
勤
バ
ス
路
線
化
断
念
に

よ
り
、
そ
の
後
通
勤
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⑶
「
そ
も
そ
も
論
」
に
な
る

が
、
公
共
交
通
を
赤
字
か
黒

字
か
に
焦
点
化
し
て
判
断
す

る
の
は
日
本
だ
け
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
「
交
通
と
は
何
か
」
と
い

う
根
本
が
な
い
と
結
局
採
算

性
に
な
っ
て
し
ま
う
危
惧
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

⑷
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
で
指
摘

さ
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て

①
甲
賀
病
院
か
ら
の
復
路
に

利
用
で
き
な
い
理
由
は
、
甲

賀
市
内
の
同
様
業
種
と
の
調

整
と
町
外
配
車
に
よ
る
時
間

的
ロ
ス
の
大
き
さ
を
挙
げ
て

お
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
理

由
は
克
服
で
き
な
い
か
。

②
運
転
手
の
労
働
環
境
（
休

憩
時
間
、
安
全
等
）
は
保
障

さ
れ
て
い
る
か
。
車
の
稼
働

は
ど
の
程
度
か
。

③
桜
谷
地
域
へ
の
導
入
が
発

表
さ
れ
た
が
、
導
入
に
あ
た

っ
て
住
民
と
の
真
摯
な
話
し

合
い
が
不
可
欠
と
思
う
が
、

当
局
の
考
え
を
伺
う
。

⑴
達
成
度
を
示
す
指

標
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
は
目
標
値
に
達
し
て

い
な
い
。
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
満

足
度
は
86
％
。
事
業
は
地
域

公
共
交
通
計
画
に
位
置
づ
け

て
お
り
、
引
き
続
き
努
め
た

い
。

⑵
通
勤
バ
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
協
議
し
て
い
る
。

⑶
引
き
続
き
地
域
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み

た
い
。

⑷
①
広
域
的
な
地
域
公
共
交

通
を
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

②
法
令
に
よ
り
保
障
さ
れ
、

徹
底
で
き
て
い
る
。

③
停
留
所
の
確
定
後
に
住
民

説
明
会
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
協
議
し
て
い
る

バ
ス
路
線
化
断
念
後
の
通
勤
対
策
は
進
ん
で
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て（
そ
の
８
）

相談体制の充実と地域の子育て支援活動との連携強化

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

心
・
暮
ら
し
や
す
い
家
庭
や

地
域
に
つ
な
が
る
。
啓
発
や

学
習
の
機
会
を
通
じ
て
、
理

解
の
促
進
に
努
め
た
い
。

「質・量ともに子育てしやすい町」など 
　　　　　町長２期目の公約について伺う
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一 質般 問

簡単な内容から少しづつ達成していくように進めている

6月から「働き方改革」は進んでいるのか

保
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
等
に
取
り
組
み
た
い

　
前
回
の
答
弁
の
中

で「
生
き
が
い
を
持

っ
て
活
き
活
き
と
働
き
続
け

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
、そ
の
た
め
に
働
き
方・

業
務
改
善
推
進
本
部
を
立
ち

上
げ
た
」と
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
立
ち
上
げ
か
ら
早
一

年
、ま
た
昨
年
12
月
の
一
般

質
問
内
で
は
町
長
よ
り「
業

務
改
善
に
は
職
員
の
負
担
軽

減
も
含
ま
れ
て
い
る
」と
確

認
も
と
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
答
弁
を
抜
き

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は

「
日
野
町
役
場
は
職
員
の
負

担
を
軽
減
し
活
き
活
き
と
働

き
続
け
る
環
境
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
」と
い
う
事

を
あ
え
て
確
認
し
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。そ
の
こ
と
も
踏

ま
え
、前
回
か
ら
の
進
展
は

あ
っ
た
の
か
を
伺
い
ま
す
。

①
働
き
方
・
業
務
改
善
推
進

本
部
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
部

会
で
は
ど
の
よ
う
な
段
階
に

入
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

②
今
の
日
野
町
役
場
で
は

「
働
き
方
改
革
」は
最
優
先
事

項
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
業
務
の
見
直
し
や

再
配
分
を
進
め
、そ

の
一
つ
と
し
て「
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
」に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。ま
た
、自
分
が
で
き

る
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
、

L
o
G
o
チ
ャ
ッ
ト（
庁
内

で
使
用
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
よ

う
な
も
の
）を
活
用
す
る
。職

員
間
や
住
民
さ
ん
か
ら
の
報

告
は
紙
で
は
な
く
L
o
G
o

フ
ォ
ー
ム
の
活
用
を
検
討
す

る
。庁
内
メ
ー
ル
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
考
え
て
、送
信
す

る
際
に
は
そ
の
テ
ン
プ
レ
ー

ト
を
活
用
す
る
。と
い
っ
た

も
の
を
試
験
的
に
運
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
は
活
用
し
た
感
想
を

意
見
集
約
し
、働
き
方
改
革

の
提
案
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

②
職
員
数
が
限
ら
れ
て
い
る

な
か
で
業
務
も
増
え
続
け
て

お
り「
働
き
方
改
革
」は
重
要

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
面
か
ら
も
、こ
こ
で
働
い

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

保
育
士
の
職
場
環
境
の
改
善
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

　
「
日
野
町
幼
児
教

育
保
育
の
在
り
方
検

討
懇
話
会
」で
は
い
ろ
ん
な

切
り
口
で
様
々
な
方
か
ら
の

意
見
聴
取
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、今
回
は
保
育
者
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

①
保
育
者
を
対
象
と
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
行
い
ま
し
た
か

（
回
数
、形
式
、延
べ
参
加
人

数
）。

②
労
働
環
境
や
条
件
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
か
。意
見
全
体
と

し
て
占
め
る
割
合
は
多
い
方

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

③
園
の
再
編
成
と
同
時
に
、

保
育
者
の
環
境
の
再
整
備
も

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

④「
職
場
環
境
の
改
善
」に
つ

い
て
来
年
度
以
降
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
は

進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

①
保
育
者
の
勤
務
時

間
等
の
関
係
か
ら
計

５
回
に
分
け
て
開
催
し
、公

立
私
立
か
ら
の
べ
1
0
7
人

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

「
こ
ん
な
保
育
を
し
た
い
」等

を
テ
ー
マ
に
、活
発
な
意
見

交
換
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

②
保
育
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
は「
ど
の
よ
う

な
保
育
が
し
た
い
か
」「
そ
れ

を
行
う
た
め
に
何
が
必
要

か
」に
つ
い
て
意
見
交
換
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
場
の
保
育
者
等
は
、よ

り
よ
い
保
育
の
た
め
懸
命
に

努
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が「
保
育
士
不
足
」や「
長
時

間
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
」な

ど
か
ら
、労
働
環
境
に
お
け

る
様
々
な
課
題
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

③
保
育
者
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、公
立
施
設
の
再
編

整
備
に
伴
い
、職
場
環
境
の

改
善
や
、保
育
に
専
念
で
き

る
環
境
づ
く
り
等
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

④
職
場
環
境
や
人
員
配
置
の

改
善
に
関
し
て
は
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
が
、現
在
の
と

こ
ろ
具
体
的
な
内
容
ま
で
は

定
め
て
い
ま
せ
ん
。保
育
者

や
保
護
者
、子
供
が
安
心
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

も
ら
え
る
職
場
づ
く
り
が
大

事
で
、こ
れ
を
や
っ
た
か
ら

終
わ
り
で
は
な
く
、ず
っ
と

考
え
な
が
ら
働
き
方
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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策定中の文化財保存活用地域計画を実効性のあるものに 
していくためにも、早速研究に着手する

文化財の保存活用に広く利用できる基金の創設を

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
本
年
度
は
日
野
町

文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
策
定
最
終
年
度
に

あ
た
り
ま
す
が
、現
行
の
文

化
財
保
護
基
金
は
対
象
と
す

る
文
化
財
、そ
の
使
途
な
ど

が
限
定
的
で
す
。未
指
定
文

化
財
の
修
復
や
、文
化
財
に

関
連
し
た
町
の
活
性
化
な
ど

に
も
利
用
で
き
る「
文
化
財

保
存
活
用
基
金（
仮
）」の
よ

う
な
新
た
な
基
金
を
創
設
で

き
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

　

現
行
の
文
化
財
保

護
基
金
は
昭
和
60
年

に
設
置
さ
れ
た
後
、平
成
16

年
度
の
旧
正
野
薬
店
整
備
事

業
で
の
使
用
実
績
の
み
で
、

現
在
高
は
7
7
4
万
６
千
円
。

現
行
基
金
が
対
象
と
し
て
い

る
文
化
財
は
国
・
県
・
町
の
指

定
文
化
財
の
み
と
な
っ
て
い

る
。

　

策
定
中
の
日
野
町
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
は
、指

定
・
未
指
定
を
問
わ
ず
、地
域

遺
産
を
含
む
歴
史
的
・
文
化

的
・
自
然
的
所
産
を「
文
化

財
」＝「
日
野
の
た
か
ら
」と

定
義
し
て
い
る
た
め
、議
員

か
ら
指
摘
を
受
け
た
通
り
、

現
行
の
文
化
財
保
護
基
金
で

は
、幅
広
い
文
化
財
の
保
存

や
活
用
に
関
す
る
取
組
に
使

用
す
る
に
は
、制
度
的
な
限

界
が
あ
る
と
感
じ
る
。日
野

町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
を
、よ
り
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た
め
、現

行
基
金
の
改
正
ま
た
は
新
し

い
基
金
の
創
設
に
つ
い
て
、

早
速
、事
例
研
究
に
着
手
し

た
い
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
町
独
自
の
機
能
付
加
で
、利
活
用
促
進
を

役
場
庁
舎
や
公
共
施
設
で
の
さ
ら
な
る
利
活
用
、 

地
域
内
経
済
循
環
効
果
等
も
含
め
、研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い

　
本
年
12
月
２
日
か

ら
従
来
の
保
険
証
の

新
規
発
行
が
な
く
な
り
、マ

イ
ナ
保
険
証
一
本
化
の
動
き

に
な
り
ま
す
が
、日
野
町
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

率
は
78
％
、保
有
率
は
68・４

％
で
す
。自
治
体
に
よ
っ
て

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
―
ド
を

子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
、

図
書
館
カ
ー
ド
、地
域
通
貨

な
ど
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

暮
ら
し
に
密
着
し
た
カ
ー
ド

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
誤
解
を

さ
れ
て
い
る
住
民
も
多
く
、

県
内
の
他
市
町
よ
り
も
普
及

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
正
し
い
知
識

を
伝
え
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
よ
り
暮
ら
し
に
便
利

な
も
の
へ
と
す
る
た
め
、町

独
自
の
機
能
付
加
な
ど
を
検

討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
向
上
に
向
け
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
請
案
内

や
町
施
設
、イ
ベ
ン
ト
、出
前

講
座
等
で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
き
た
。ま
た
８
月

に
は
町
内
の
未
取
得
者

6
4
0
0
名
全
員
に
申
請
案

内
を
送
付
し
、例
月
の
10
倍

に
あ
た
る
2
0
0
名
か
ら
予

約
申
請
を
受
け
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

は
税
や
年
金
関
係
情
報
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情

報
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け

る
情
報
は
国
で
も
一
元
管
理

は
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、正

し
い
情
報
の
周
知
に
努
め
た

い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

図
書
館
カ
ー
ド
、災
害
避
難

所
で
の
交
付
や
安
否
確
認
、

地
域
通
貨
等
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

他
に
も
多
様
な
活
用
方
法
が

広
が
っ
て
お
り
、当
町
で
も

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
で

の
利
用
等
、地
域
内
で
の
経

済
循
環
効
果
が
期
待
で
き
る
、

持
続
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

な
る
よ
う
、役
場
庁
舎
や
公

共
施
設
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
も
含
め
、研
究

し
て
い
き
た
い
。

経年の痛みが激しい河村若芝作の
十八羅漢図（正明寺）。未指定文化財
であるが価値は高く、修復を望む声
も大きい。

①リーダにカードをかざす
②カメラで顔認証する

マイナ保険証の
使い方
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一 質般 問

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
７
月
中
旬
よ
り
連

日
30
度
を
越
え
る
日

が
続
き
、地
球
温
暖
化
が
一

段
と
進
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。連
日
の
酷
暑
で
今
後

の
秋
野
菜
の
収
穫
が
不
透
明

な
状
況
で
す
。

　
８
月
よ
り
米
不
足
の
報
道

が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
じ
ら
れ
、

ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
で
品
切

れ
、入
荷
待
ち
の
現
状
で
、令

和
の
米
騒
動
と
報
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
の
発
表
、収
穫
期
前
の
品

薄
感
が
相
ま
っ
て
の
現
象
で

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、食

料
自
給
率
の
向
上
と
生
産
の

大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ

ま
し
た
。

　
日
野
町
に
お
い
て
も
、集

落
営
農
、法
人
、大
規
模
農
家

等
、様
々
な
経
営
形
態
が
あ

り
ま
す
が
、農
業
者
の
高
齢

化
も
進
ん
で
お
り
、農
地
の

管
理
は
十
分
に
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
よ
り
、令
和
６
年
産

米
の「
概
算
金
」の
発
表
が
あ

り
、昨
年
よ
り
は
向
上
し
ま

し
た
が
、生
産
資
材
の
高
騰

の
中
、こ
れ
が
当
然
の
価
格

だ
と
思
い
ま
す
。

　
農
地
の
集
積
や
大
規
模
農

家
、ス
マ
ー
ト
農
業
の
支
援

も
必
要
で
す
が
、家
族
経
営

も
農
地
を
守
る
一
員
で
も
あ

り
ま
す
。

　
町
の
中
山
間
地
へ
の
農
業

形
態
や
支
援
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

昨
年
水
稲
の
作
況

が
平
年
並
み
か
ら
、

や
や
不
良
と
い
う
地
域
が
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
戻
り
や
、南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の

影
響
等
も
あ
り
、夏
に
は
米

が
品
薄
で
あ
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。稲
の
本
格
的
な
刈

り
取
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

令
和
６
年
産
米
の
作
柄
と
市

場
で
の
流
通
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

　

町
内
に
は
、中
山
間
地
等

の
様
々
な
条
件
の
農
地
が

あ
り
、農
業
形
態
も
集
落
営

農
や
法
人
、家
族
経
営
な
ど

様
々
で
あ
る
。中
山
間
地
で

の
農
業
は
、平
場
と
比
べ
条

件
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、

各
種
制
度
や
事
業
等
を
活
用

い
た
だ
き
、共
同
活
動
に
よ

る
取
り
組
み
等
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

町
で
は
令
和
７
年
度
か
ら

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
対
象
農
用
地
を
50
分
の

１
の
緩
傾
斜
地
に
拡
大
し
支

援
を
す
る
ほ
か
、地
域
計
画

の
策
定
と
合
わ
せ
、国
や
県

の
補
助
事
業
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

持
続
的
な
農
業
生
産
が
行

え
る
よ
う
、中
山
間
地
域
を

含
む
町
内
全
域
で
の
農
業
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

持続的な農業生産が行えるよう 
　　　　町内全域での農業振興に努めたい

食料の確保と農地の保全

日野地区民生委員児童委員との意見交換日野地区民生委員児童委員との意見交換
　議員がお伺いしてご意見をお聴きする出前懇談会に日野地区民生委員
児童委員から申込みいただき、７月18日に日野公民館で意見交換を行い
ました。４グループ（民生委員児童委員５名、議員２名）に分かれて意見交
換を行い、答えを出すのではなく現状を知って共有することを目的に行
われ「空き家の管理や児童の登下校の見守り等の仕事量が多いので、仕事
をしている人にはできないのではないか。」など、なり手不足についての
意見も多くありました。時間が足りないほど活発な意見
が出され、再度の開催を希望する声も聴かせていただき
ました。
　日野町議会では、今後も住民の皆さまのご意見を直接
お聴きしたいと考えています。出前懇談会の申込み等、詳
細は日野町議会ホームページをご覧ください。

日野町議会
ホームページ

出前懇談会出前懇談会
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公　務　名 場　所 期　間 出　席　議　員

日野小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 ７月11日 議長、副議長、総務常任委員、
西澤

桜谷小学校６年生議場見学 その他 日野町役場 ７月12日 副議長、総務常任委員
第74回「社会を明るくする運動」
日野大会 その他 日野町林業センター ７月12日 議員全員

議会運営・事務基礎研修会 研修 彦根勤労福祉会館 ７月16日 錦戸、福永、谷口、松田、柚木、
川東

日野町民生委員児童委員
（日野地区）との出前懇談会 懇談会 日野公民館 ７月18日 厚生常任委員

通年議会議員勉強会 研修 日野町役場 ７月25日 議長、議会改革特別委員
第59回滋賀県消防操法訓練大会
出場壮行会 来賓 日野消防署 ７月28日 議長、副議長、総務常任委員長、

谷口、野矢、西澤

市町村議会議員特別セミナー 研修 全国市町村
国際文化研修所

７月29日 
～30日 福永、谷口、野矢

長野県東御市議会視察受入れ 応対 日野町役場 ７月31日 副議長
氏郷まつり「夏の陣」2024 地域交流 日野町役場 ８月 ３日 議員全員
第25回蒲生郡町議会議員研修会 研修 竜王町防災センター ８月 ５日 議員全員
日野町戦没者追悼式 式典 わたむきホール虹 ８月17日 議員全員
初当選議員研修会 研修 日野町役場 ８月20日 錦戸
日野町老人クラブ連合会との
意見交換会 懇談会 日野町役場 ８月21日 厚生常任委員

町内立地主要企業・事業所代表者
と日野町長との懇談会 来賓 日野公民館 ８月21日 副議長、産業建設常任委員長

滋賀県消防協会日野支部
夏季総合訓練 来賓 奥之池地先 ８月25日 副議長、髙橋、加 、後藤

第30回日野町長杯
親善ゲートボール大会 来賓 大谷公園

スポーツ広場 ９月 ５日 副議長

日野町総合防災訓練 来賓 西大路小学校 ９月 ８日 議長、副議長、総務常任委員長
第59回滋賀県消防操法訓練大会
優勝報告会 来賓 西大路公民館 ９月 ８日 議長、副議長、総務常任委員長、 

谷口、野矢、西澤

秋の全国交通安全運動街頭啓発 地域交流 町内 ９月21日 
～30日 議員全員

県道西明寺安部居線
改良促進期成同盟会総会 来賓 東桜谷公民館 ９月24日 議長、産業建設常任委員長、 

髙橋、後藤
日野小学校運動会 来賓 日野小学校 ９月26日 谷口、中西、西澤
第30回全国消防操法大会
出場選手激励会 来賓 日野消防署 ９月27日 議長、副議長、総務常任委員長、

谷口、野矢
桜谷小学校運動会 来賓 桜谷小学校 ９月28日 髙橋、加 、後藤
西大路小学校・幼稚園運動会 来賓 西大路小学校 ９月28日 野矢、山本
必佐小学校運動会 来賓 必佐小学校 ９月28日 錦戸、福永、松田、川東

その他	� 通常公務として日野町議会定例会・臨時会 
一部事務組合（東近江行政組合議会／中部清掃組合議会） 
議長公務　7件　などがあります。

議員のうごき議員のうごき （令和６年７月１日～９月30日）
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議 長

コ ラ ム

12
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

　
12
月
２
日（
開
会・提
案
説
明
）　

　
　
　
12
日（
質
疑・一
般
質
問
）・13
日（
一
般
質
問
）

　
　
　
25
日（
採
決・閉
会
）

　

町
議
会
９
月
定

例
会
は
、
空
席
と

な
っ
て
い
た
１
名

の
再
選
挙
を
７
月
に
終
え
、
14
名
の
議
員
が
そ
ろ
っ
た

中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
を
除
く
す
べ
て
の
議
員

が
、
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
一
般
質
問
と
は
、
議

員
の
日
常
活
動
と
調
査
・
研
究
、
住
民
の
声
や
自
身
の

考
え
方
を
も
と
に
、
執
行
側
（
町
長
や
教
育
長
な
ど
）

に
事
務
の
執
行
状
況
や
方
針
、
課
題
な
ど
を
問
う
も
の

で
す
。
議
員
に
と
っ
て
は
、
公
約
実
現
の
た
め
の
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」
で
、
各
議
員

の
思
い
や
執
行
側
の
答
弁
を
お
伝
え
し
、
町
民
の
声
を

町
政
に
反
映
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

川
東　
昭
男

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

反
映
し
、分
か
り
や
す
く
・
読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、ハ
ガ
キ
等
で
も

ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。宛
先
は
、裏
表
紙
の
下

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　

先
の
日
野
町
議
会
議
員
再
選
挙
で
新
た
な
議
員
を
お
迎
え

で
き
た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。長
ら
く
欠
員
が
続

い
て
い
た
議
会
も
、定
数
14
名
が
揃
い
、定
例
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
れ
で
安
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。10
年
後
、20
年
後

を
見
据
え
た
担
い
手
確
保
の
た
め
の
議
会
改
革
が
必
要
で
す
。

ま
た
、議
会
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、子
育
て
や
介
護
の

負
担
を
軽
減
す
る
議
会
運
営
や
議
員
報
酬
の
改
定
な
ど
、議
員

活
動
と
暮
ら
し
を
両
立
で
き
る
待
遇
の
改
革
は
何
よ
り
重
要

で
す
。

　
議
員
の
な
り
手
不
足
や
欠
員
は
、す
ぐ
に
町
政
に
影
響
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、住
民
の
意
見
が
行
政
に
十
分
に
届

か
な
く
な
り
、町
政
と
の
距
離
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、長
期
的
視
点
で
の
改
革
が
不
可
欠
で
す
。

　

一
方
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
お
い
て
も
、議
員
報
酬
は

各
町
村
議
会
で
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、町
長
と
議
員
の
活
動

量
を
比
較
し
な
が
ら
、議
会
の
重
要
性
を
考
え
、一
定
の
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
が
で
て
い
ま
す
。

　

各
議
会
で
更
な
る
議
会
改
革
を
進
め
、議
会
・
議
員
の
活
動

量
を
豊
富
化
し
、住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、議
員
報
酬
の
適

正
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
７
月
の
町
村
議
会
都
道
府

県
会
長
会
で
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
野
町
議
会
で
は
、通
年
議
会
の
導
入
や
広
報
広
聴
、

I
C
T
、待
遇
改
善
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。住
民
の
代
表

と
し
て
、町
の
課
題
解
決
に
迅
速
に
取
り
組
み
、よ
り
良
い
未

来
を
築
い
て
参
り
ま
す
。

議
員
報
酬
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て

全国消防操法大会出場選手激励会全国消防操法大会出場選手激励会
　全国消防操法大会に、滋賀県代表として出場される日野町消防団
選手に対する激励会が９月27日に行われ、議長はじめ関係議員が 
出席しました。

おめでとうございます

　10月12日に宮城県で開催さ
れた第30回全国消防操法大会
において準優勝という輝かしい
成績を収められました。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
日野町老人クラブ連合会との意見交換会

戦没者追悼式

　日野町議会では町内の各種団体との意見交換を
積極的に進めており、今回は厚生常任委員会が８
月21日に日野町老人クラブ連合会の皆さまと意見
交換会を行いました。はじめに井澤善雄会長から
活動概要の説明を受け、現在３地区28クラブと個
別加入された地区外４クラブと個人会員の皆さん
で活動されていることを伺いました。町を良くし
たいとの願いを共有しました。

　８月17日にわたむきホール虹にて戦没者追悼式が執
り行われました。太平洋戦争に従軍し戦死された英霊に
哀悼の誠を捧げ、私たち議員もご遺族や日野少年少女合
唱団をはじめ多くの町民の方とともに献花し黙とうしま
した。ご遺族の高齢化が進むなかですが、平和の尊さと戦
争の遺したものを後世に伝えるためにも、大切な追悼式
は受け継がれなければなりません。

通年議会勉強会、蒲生郡議長会研修会

　7月25日に滋賀県市町振興課中西課
長を講師に迎え、滋賀県議会で実際に
運用している通年議会に関し議員全員
で学びました。また、８月５日には蒲生
郡議長会研修会が竜王町で開催され、
議会運営の在り方について学びました。

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

懇談会

式典

勉強会

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。
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